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●沿　革
　高崎経済大学設立の淵源は、高崎市立短期大学に遡ります。
　 群馬県下にあった高等教育機関は、戦後の学制改革時の1949年、新制群馬大学として統合・
発足しました。当時、高崎市は県下第一の商都にふさわしい経済学部の誘致を図ったものの、
戦後の経済事情等から新設学部の設置は不可能でした。そこで、独自に1952年高崎市立短期
大学（商経科）を創設しました。
　 その後、経済発展等諸般の事情から、1957年に高崎市立短期大学を廃止し、４年制大学を設
置することになり、高崎市立高崎経済大学（経済学部経済学科）として発足し、2022年に創
立65年を迎えました。主な沿革はつぎのとおりです。

●目的・方針等
大学の目的（高崎経済大学学則第１条）
　 学術研究の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学術を教授研究し、真理と
平和を希求する人間の育成を図り、学理とその応用を攻究し、国の内外と地域の向上発展に
貢献することを目的とする。

大学院の目的（高崎経済大学大学院学則第１条）
　 学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究めて、文化の進展に寄与することを目的と
する。

大学の学生育成目標
　１　多様性を認識し、コミュニケーションのできる学生の育成
　２　限りなき探究心で明日を切り拓くことのできる学生の育成
　３　経済に通じ、地域を見る目を持って、国の内外において活躍できる学生の育成
　４　いつでも、どこでも主体的に学び、学ぶ喜びを生涯持続できる学生の育成

キャンパス全体図 １

沿　革　　目的・方針等 ４

学　　歌 ５

学生サポート ６

学生生活 46

学生団体 55

高経大・基礎知識 68

キャンパスマップ 56

1957年[昭和32年] 高崎市立高崎経済大学開学（経済学部経済学科）

1964年[昭和39年] 経済学部経営学科設置

1996年[平成８年] 地域政策学部地域政策学科設置

2000年[平成12年] 大学院地域政策研究科（修士課程）設置

2002年[平成14年] 大学院地域政策研究科（博士後期課程）設置

2002年[平成14年] 大学院経済・経営研究科（修士課程）設置

2003年[平成15年] 地域政策学部地域づくり学科設置

2004年[平成16年] 大学院経済・経営研究科（博士後期課程）設置

2006年[平成18年] 地域政策学部観光政策学科設置

2011年[平成23年] 公立大学法人高崎経済大学へ移行

2017年[平成29年] 経済学部国際学科設置

目　次 沿　革　　目的・方針等
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2004年[平成16年] 大学院経済・経営研究科（博士後期課程）設置

2006年[平成18年] 地域政策学部観光政策学科設置

2011年[平成23年] 公立大学法人高崎経済大学へ移行

2017年[平成29年] 経済学部国際学科設置
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2023
support

学生サポート

●高崎経済大学　学歌

１
高崎経大　われら若し
真理を求めて　つねに若し
西に妙義　浅間　北には榛名
きびしき試練の　嵐に耐えて
雄々しく学ぶ　われら

高崎経大

２
高崎経大　われら尊し
人たる道をば　ゆきて尊し
時流は如何に　荒れ狂うとも
愛　慈悲　仁の観音山を
のぞみて学ぶ　われら

高崎経大

３
高崎経大　われら強し
天に合して　ひたに強し
世界歴史の　流れをみつめ
日本文化の　その三ッ扇
かなめを学ぶ　われら

高崎経大

・

学　歌

5

2024

5



学生への連絡方法
　 学生の皆さんに知らせなければならない通知や連絡事項は、掲示やポータルサイトによって
行われます。掲示やポータルサイトで連絡した事項は、学生の皆さんに周知したものとして
取り扱います。特に、授業、試験、提出物、成績等の学修上の事項は十分注意してください。
　 通知や連絡事項を確認しないと、思わぬ不都合や不利益を招くことがありますので、大学メー

ルの転送設定を行ったり、定期的にポータルサイトを確認したり、掲示板を見たりする習慣
をつけてください。

●教務チーム（事務棟１Ｆ）
　 教務チームは、履修、授業欠席届、追試験受験許可願などの受付や学業成績通知書の送付、

成績単位修得証明書の発行などの教務事務を行っています。各種ガイダンス時に配布する履
修要綱等や学内掲示、ポータルサイトの連絡通知に注意して諸手続を行ってください。
　 また、教務関係の届出用紙は、ポータルサイトまたは教務チーム窓口にあります。教務関係
の届出や履修関係でわからないことや困ったことがあれば問い合わせてください。

授業タイムスケジュール

事務局窓口の業務時間

■窓口案内一覧

窓口 取扱内容 場所 電話番号
市外局番027

高崎経済大学事務局（代表） 343-5417
FAX 343-4830

教務チーム 履修、授業、試験、成績等 事務棟１階 344-6264

学生支援チーム 奨学金、課外活動
証明書発行、遺失物等 事務棟１階 344-6262

FAX 343-0104

保健室 健康診断、応急処置等 １号館１階 343-5418

学生サポートルーム 学生相談・障害学生の支援等 ７号館２階 344-7502

学生ボランティア活動支援室 ボランティア活動の支援等 事務棟１階 329-6714
FAX 343-0104

キャリア支援チーム 就職相談、アルバイト情報等 事務棟１階 344-6263
FAX 344-0104

国際交流支援チーム 海外研修に関すること
留学生に関すること 事務棟１階 344-7895

庶務チーム 人事、給与等 事務棟２階 343-5416

企画チーム 大学の運営等 事務棟２階 343-5416

財務チーム 財務、施設管理等 事務棟２階 343-5416

経理チーム 授業料納入等 事務棟２階 343-5416

入試チーム 入試事務等 事務棟１階 344-6265

広報チーム オープンキャンパス、大学広報等 事務棟１階 344-6265

研究支援チーム 教員研究費等、学会事務 図書館１階 344-6244

図書館チーム 本の貸出、閲覧等 図書館１階 344-6266
FAX 344-5857

情報システムチーム 学内システムサポー卜等 ３号館１階 344-7582
FAX343-7215

後援会 バス、保養所利用等 研究棟１階 344-7902
FAX 344-7509

同窓会 同窓会事務 事務棟１階 329-6693

月曜日から金曜日まで
（祝日および年末年始は除く）

８：45 ～ 17：30
※昼休み（12：30 ～ 13：30）

■個人情報について
学外からの個人情報の問い合わせは、本人の承諾がない限り応じません。

時限 学部生 研究科生
１時限 8：50 ～ 10：20 8：50 ～ 10：20
２時限 10：30 ～ 12：00 10：30 ～ 12：00
３時限 12：40 ～ 14：10 12：40 ～ 14：10
４時限 14：20 ～ 15：50 14：20 ～ 15：50
５時限 16：00 ～ 17：30 16：00 ～ 17：30
６時限 17：40 ～ 19：10 18：00 ～ 19：30
７時限 19：35 ～ 21：05

授業開始は８：50です。
各時限は90分、次時限まで
10分間の休憩・教室移動時
間があります。昼休みは
12：00から12：40です。

掲示板（所在マップ）

図書館

守衛所

正門

事務棟

来客
駐車場

研究棟

駐輪場

教職（両学部共通）

キャリア支援
関係

学生支援
関係

保健室
１号館

教務関係
（地域政策学部）

教務関係
（経済学部）

教務関係
（地域政策学部）

事務局 教務チーム
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学生募集、大学広報等

月曜日から金曜日まで
（祝日及び年末年始は除く）

学生への連絡方法
　 学生の皆さんに知らせなければならない通知や連絡事項は、掲示やポータルサイトによって
行われます。掲示やポータルサイトで連絡した事項は、学生の皆さんに周知したものとして
取り扱います。特に、授業、試験、提出物、成績等の学修上の事項は十分注意してください。
　 通知や連絡事項を確認しないと、思わぬ不都合や不利益を招くことがありますので、大学メー

ルの転送設定を行ったり、定期的にポータルサイトを確認したり、掲示板を見たりする習慣
をつけてください。

●教務チーム（事務棟１Ｆ）
　 教務チームは、履修、授業欠席届、追試験受験許可願などの受付や学業成績通知書の送付、

成績単位修得証明書の発行などの教務事務を行っています。各種ガイダンス時に配布する履
修要綱等や学内掲示、ポータルサイトの連絡通知に注意して諸手続を行ってください。
　 また、教務関係の届出用紙は、ポータルサイトまたは教務チーム窓口にあります。教務関係
の届出や履修関係でわからないことや困ったことがあれば問い合わせてください。

授業タイムスケジュール

事務局窓口の業務時間

■窓口案内一覧

窓口 取扱内容 場所 電話番号
市外局番027

高崎経済大学事務局（代表） 343-5417
FAX 343-4830

教務チーム 履修、授業、試験、成績等 事務棟１階 344-6264

学生支援チーム 奨学金、課外活動
証明書発行、遺失物等 事務棟１階 344-6262

FAX 343-0104

保健室 健康診断、応急処置等 １号館１階 343-5418

学生サポートルーム 学生相談・障害学生の支援等 ７号館２階 344-7502

学生ボランティア活動支援室 ボランティア活動の支援等 事務棟１階 329-6714
FAX 343-0104

キャリア支援チーム 就職相談、アルバイト情報等 事務棟１階 344-6263
FAX 344-0104

国際交流支援チーム 海外研修に関すること
留学生に関すること 事務棟１階 344-7895

庶務チーム 人事、給与等 事務棟２階 343-5416

企画チーム 大学の運営等 事務棟２階 343-5416

財務チーム 財務、施設管理等 事務棟２階 343-5416

経理チーム 授業料納入等 事務棟２階 343-5416

入試チーム 入試事務等 事務棟１階 344-6265

広報チーム オープンキャンパス、大学広報等 事務棟１階 344-6265

研究支援チーム 教員研究費等、学会事務 図書館１階 344-6244

図書館チーム 本の貸出、閲覧等 図書館１階 344-6266
FAX 344-5857

情報システムチーム 学内システムサポー卜等 ３号館１階 344-7582
FAX343-7215

後援会 バス、保養所利用等 研究棟１階 344-7902
FAX 344-7509

同窓会 同窓会事務 事務棟１階 329-6693

月曜日から金曜日まで
（祝日および年末年始は除く）

８：45 ～ 17：30
※昼休み（12：30 ～ 13：30）

■個人情報について
学外からの個人情報の問い合わせは、本人の承諾がない限り応じません。

時限 学部生 研究科生
１時限 8：50 ～ 10：20 8：50 ～ 10：20
２時限 10：30 ～ 12：00 10：30 ～ 12：00
３時限 12：40 ～ 14：10 12：40 ～ 14：10
４時限 14：20 ～ 15：50 14：20 ～ 15：50
５時限 16：00 ～ 17：30 16：00 ～ 17：30
６時限 17：40 ～ 19：10 18：00 ～ 19：30
７時限 19：35 ～ 21：05

授業開始は８：50です。
各時限は90分、次時限まで
10分間の休憩・教室移動時
間があります。昼休みは
12：00から12：40です。

掲示板（所在マップ）
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来客
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１号館

教務関係
（地域政策学部）
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（経済学部）

教務関係
（地域政策学部）
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教務関係のガイダンス
　 ガイダンスでは、重要な事項を連絡します。実施時期等の詳細は、掲示やポータルサイトで
お知らせしますので、必ず出席してください。

■申請方法
１．申請
教務チーム窓口で申請書に記入し、必要に応じて関係書類を添付して提出してください。郵
送による申請も可能です。ただし、電話・メール等による申請はできません。
２．交付
交付は、申請日の翌日（翌日が土曜日、日曜日、祝日等で事務局が休みの場合はその翌日）
の午後１時30分以降となります。学生証を持参し、必ず本人が受け取ってください。
また、証明書（教員が記載する部分がある証明書など）によっては、作成に日数がかかるも
のもありますので、余裕をもって申請してください。
３．手数料
無料（卒業後は、１通につき300円（2023年４月１日現在）となります。）
４．卒業時及び卒業後の申請方法
卒業年度の１月頃に申請の案内をポータルサイトの連絡通知及び掲示
でお知らせします。
また、卒業後の申請方法はホームページに掲載しています。

教務チームへの提出物
　 提出期限のある提出物については、所定の期間のみ受付を行い、いかなる理由があってもそ
れ以外は一切受け取れませんので十分注意してください。提出方法はポータルサイトや窓口
など、提出物により異なります。

卒業決定及び卒業決定発表
　 卒業決定は、３月に行われる教授会の意見を聴き、学長が行います。また、卒業決定発表は、
学業成績通知書により行います。

メール・電話・FAXによる問い合わせ
　 休講などの諸連絡や、履修・成績（履修・成績、進級、演習・学科決定、卒業の可否など）
に関して、メール・電話・FAXによる問い合わせには、一切応じません。
　 また、教員への連絡については、ポータルサイトのシラバスを参照し、自分で行うようにし
てください。

教務チームで発行する証明書

成績単位修得証明書 １年次から
卒業見込証明書 ４年次から
成績単位修得証明書及び卒業見込証明書 ４年次から
卒業証明書 学位記授与式（卒業式）当日から
教職関係の証明書 教務チームヘ相談してください
上記以外の教務に関する各種証明書 履修証明書、修了見込証明書等

●学生支援チーム（事務棟１Ｆ）
　 学生支援チームは、学生証の発行、学割証・在学証明書等の発行、奨学金、休学・退学・復

学届の提出、課外活動、遺失物の保管などの学生を支援する事務を行っています。学生生活
でわからないことや困ったことがあれば学生支援チーム窓口まで問い合わせてください。

　窓口取扱時間等　TEL：027-344-6262
　　　　　　　　　平日８：45 ～ 17：30（12：30 ～ 13：30　職員昼休み時間）
　　　　　　　　　※土・日・祝日（祝日授業日を除く）・年末年始の取扱はありません。

学生証や学割証等の各種証明書発行
　■学生証
　 学生証は、みなさんが高崎経済大学の学生であることを証明する最も大切なものです。学生
証は常に携帯し、学生証記載の注意事項を遵守してください。
　 学生証は４年間使用しますので、紛失・破損・盗難の無いように取り扱ってください。学生
証にはICチップが内蔵されているため、ICチップが破損すると、授業の際に行うカードリー
ダー認証ができなくなりますので、十分注意してください。万一、紛失・破損・盗難等に遭っ
た場合は、直ちに「学生証再発行」の手続きをしてください。なお、再発行にはカード作成
の実費として1,000円かかります。

　■学割証（学校学生生徒旅客運賃割引証）
　・使用条件
　　 学割証は学生の自由な権利として使用することを前提としたものではなく、修学上の経済
的負担を軽減し、学校教育の振興に寄与することを目的として実施されている制度ですの
で、次の目的をもって旅行する場合に限り発行できます。JR線で片道100kmを超えて乗車
する際に、普通乗車運賃が２割引きになります。

　　　・帰省　・正課の教育活動　・課外活動　・就職活動　・施設等見学
　　　・傷病の治療　・保護者旅行の随行

　・学割証の交付
　　 証明書自動発行機で、一人につき年間50枚まで発行できます。50枚を超える場合は学生支
援チームの窓口で申請してください。

　・学割証の有効期限
　　 発行日から３ヶ月間です。ただし、卒業（修了）年次の１月１日以降に発行した学割証の
有効期限は３月31日までとなります。

　　有効期限の過ぎたものは無効です。また、不正利用等は絶対にしないでください。

詳細はこちら
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通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

ボランティア活動

海 外 研 修

留 学 生

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト

学 生 証・学 割 証

履修・授業・試験・成績等

（2024年４月１日現在）

教務関係のガイダンス
　 ガイダンスでは、重要な事項を連絡します。実施時期等の詳細は、掲示やポータルサイトで
お知らせしますので、必ず出席してください。

■申請方法
１．申請
教務チーム窓口で申請書に記入し、必要に応じて関係書類を添付して提出してください。郵
送による申請も可能です。ただし、電話・メール等による申請はできません。
２．交付
交付は、申請日の翌日（翌日が土曜日、日曜日、祝日等で事務局が休みの場合はその翌日）
の午後１時30分以降となります。学生証を持参し、必ず本人が受け取ってください。
また、証明書（教員が記載する部分がある証明書など）によっては、作成に日数がかかるも
のもありますので、余裕をもって申請してください。
３．手数料
無料（卒業後は、１通につき300円（2023年４月１日現在）となります。）
４．卒業時及び卒業後の申請方法
卒業年度の１月頃に申請の案内をポータルサイトの連絡通知及び掲示
でお知らせします。
また、卒業後の申請方法はホームページに掲載しています。

教務チームへの提出物
　 提出期限のある提出物については、所定の期間のみ受付を行い、いかなる理由があってもそ
れ以外は一切受け取れませんので十分注意してください。提出方法はポータルサイトや窓口
など、提出物により異なります。

卒業決定及び卒業決定発表
　 卒業決定は、３月に行われる教授会の意見を聴き、学長が行います。また、卒業決定発表は、
学業成績通知書により行います。

メール・電話・FAXによる問い合わせ
　 休講などの諸連絡や、履修・成績（履修・成績、進級、演習・学科決定、卒業の可否など）
に関して、メール・電話・FAXによる問い合わせには、一切応じません。
　 また、教員への連絡については、ポータルサイトのシラバスを参照し、自分で行うようにし
てください。

教務チームで発行する証明書

成績単位修得証明書 １年次から
卒業見込証明書 ４年次から
成績単位修得証明書及び卒業見込証明書 ４年次から
卒業証明書 学位記授与式（卒業式）当日から
教職関係の証明書 教務チームヘ相談してください
上記以外の教務に関する各種証明書 履修証明書、修了見込証明書等

●学生支援チーム（事務棟１Ｆ）
　 学生支援チームは、学生証の発行、学割証・在学証明書等の発行、奨学金、休学・退学・復

学届の提出、課外活動、遺失物の保管などの学生を支援する事務を行っています。学生生活
でわからないことや困ったことがあれば学生支援チーム窓口まで問い合わせてください。

　窓口取扱時間等　TEL：027-344-6262
　　　　　　　　　平日８：45 ～ 17：30（12：30 ～ 13：30　職員昼休み時間）
　　　　　　　　　※土・日・祝日（祝日授業日を除く）・年末年始の取扱はありません。

学生証や学割証等の各種証明書発行
　■学生証
　 学生証は、みなさんが高崎経済大学の学生であることを証明する最も大切なものです。学生
証は常に携帯し、学生証記載の注意事項を遵守してください。
　 学生証は４年間使用しますので、紛失・破損・盗難の無いように取り扱ってください。学生
証にはICチップが内蔵されているため、ICチップが破損すると、授業の際に行うカードリー
ダー認証ができなくなりますので、十分注意してください。万一、紛失・破損・盗難等に遭っ
た場合は、直ちに「学生証再発行」の手続きをしてください。なお、再発行にはカード作成
の実費として1,000円かかります。

　■学割証（学校学生生徒旅客運賃割引証）
　・使用条件
　　 学割証は学生の自由な権利として使用することを前提としたものではなく、修学上の経済
的負担を軽減し、学校教育の振興に寄与することを目的として実施されている制度ですの
で、次の目的をもって旅行する場合に限り発行できます。JR線で片道100kmを超えて乗車
する際に、普通乗車運賃が２割引きになります。

　　　・帰省　・正課の教育活動　・課外活動　・就職活動　・施設等見学
　　　・傷病の治療　・保護者旅行の随行

　・学割証の交付
　　 証明書自動発行機で、一人につき年間50枚まで発行できます。50枚を超える場合は学生支
援チームの窓口で申請してください。

　・学割証の有効期限
　　 発行日から３ヶ月間です。ただし、卒業（修了）年次の１月１日以降に発行した学割証の
有効期限は３月31日までとなります。

　　有効期限の過ぎたものは無効です。また、不正利用等は絶対にしないでください。

詳細はこちら
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※祝日（祝日授業日を除く）・年末年始の取扱はありません。
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【証明書自動発行機について】　※土・日・祝日・年末年始の取扱はありません。

設置場所
取扱時間

開講期間・試験期間 休業期間（夏・冬・春期）

事務棟１階事務室前 ８：45 ～ 19：00 ８：45 ～ 17：30

【証明書発行申請について】

証明書の種類 窓　口 備　考

学生証（再発行・更新等） 学生支援チーム 再発行手数料1,000円

学割証

証明書自動発行機

在学証明書

通学証明書

受験許可証 発行日当日のみ有効

健康診断証明書 自動発行機で発行できない場合は保
健室で相談してください。

その他の証明書 学生支援チーム 窓口で申請
（発行まで１週間程度必要）

【身分上の異動があったときの届出・課外活動に関する届出・申請等・その他】

内　容 窓　口 備　考

休学・退学・復学・転学 学生支援チーム

提出期限等の詳細は窓
口又は大学ホームペー
ジで確認してくださ
い。

留学 国際交流支援チーム

住所（学生・保証人）変更届・
保証人変更届・名字改姓届

学生支援チーム

改姓等身分上の異動は
届出が必要

教室・大学施設等使用申請 入試、定期試験中は貸出不可

物品・空気入れの貸出

遺失物管理

行事・遠征・合宿等届
クラブ活動・ゼミ活動
での調査や大会に参加
する際に提出

救急鞄・アルコール等の貸出 保健室

各種奨学金・奨学奨励費について
　■日本学生支援機構奨学金（貸与・給付）
　　※詳細は日本学生支援機構のホームページを参照してください。
　　※募集時期や申込案内の配布方法については変更の可能性もあります。
　　　掲示板や大学ホームページ、ポータルサイトの連絡通知を確認してください。

　募 集 時 期： ４月（前期）と９月（後期）に募集予定（４月は中旬に説明会を行い、申込
書類を配布する予定です）。

　申 込 方 法： 所定の申込書類を大学に提出し、インターネットにより各自で申込みをして
ください。

　採用について：採用可否の判定は日本学生支援機構が行います。
　採用決定時期： ７月以降（４月募集）、12月以降（９月募集）。判定に時間がかかる場合もあ

ります。

　募 集 時 期： ４月（前期）と９月（後期）に募集予定（４月は中旬に説明会を行い、申込
書類を配布する予定です）。

　申 込 方 法： 所定の申込書類を大学に提出し、インターネットにより各自で申込みをして
ください。

　採用について： 採用や各区分の判定は日本学生支援機構が行います。
　採用決定時期： ７月以降（４月募集）、12月以降（９月募集）。判定に時間がかかる場合もあ

ります。

　●貸与奨学金

　●給付奨学金

学
部
生

第一種
（無利子）

自宅通学 20,000円、30,000円、45,000円

自宅外通学 20,000円、30,000円、40,000円、51,000円

第二種（有利子） ２万、３万、４万、５万、６万、７万、８万、９万、
10万、11万、12万円から選択できます。

大
学
院
生

第一種
（無利子）

博士前期課程 50,000円又は88,000円

博士後期課程 80,000円又は122,000円

第二種（有利子） ５万、８万、10万、13万、15万円から
選択できます。

学
部
生
の
み

第Ⅰ区分 第Ⅱ区分 第Ⅲ区分

自宅通学 29,200円 19,500円 9,800円

自宅外通学 66,700円 44,500円 22,300円

※参考 授業料減免 全額減免 ２／３減免 １／３減免

詳細はこちら

詳細はこちら

詳細はこちら
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学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

ボランティア活動

海 外 研 修

留 学 生

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料
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授業料減免制度・奨学金等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書
■日本学生支援機構奨学金（貸与・給付）

募 集 時 期：４月（前期）と９月（後期）に募集予定（４月は中旬に説明会を行い、申込
　　　　　　　書類を配布する予定です）。
申 込 方 法： 所定の申込書類を大学に提出し、インターネットにより各自
　　　　　　　で申込みをしてください。
採用について：採用可否の判定は日本学生支援機構が行います。
採用決定時期： ７月以降（４月募集）、12 月以降（９月募集）。
　　　　　　　判定に時間がかかる場合もあります。

　※選考基準の詳細は日本学生支援機構のホームページを参照してください。
　※募集時期や申込案内の配布方法については変更の可能性もあります。
　　掲示板や大学ホームページ、ポータルサイトの連絡通知を確認してください。

■地方公共団体等奨学金

各都道府県の教育委員会、各種財団や民間団体等が設けている奨学金も、募集時期が４月か
ら５月に集中しています。大学宛に募集の案内が来たものは、随時、学内の奨学金用掲示板
（１号館・７号館２Ｆ）に掲示しています。

■糸井ホールディングススポーツ活動奨励奨学金

高崎経済大学体育会に所属するスポーツ団体の学生に、無利子で奨学金を貸
与し、体育会学生が修学及びスポーツ活動を容易にすることを目的としてい
る奨学金です。詳細については、大学ホームページで確認してください。

■奨学奨励費

学生の個人または団体でのコンクール等への全国大会出場、学生団体連絡協
議会に所属するサークル活動等での全国大会出場、学生の修学上、奨励費を
支給することが有益であると認められる修学活動、研究活動、課外活動又は
地域活動など、教育研究活動及び修学活動の支援を目的とする給付金です。
詳細については、大学ホームページで確認してください。

　■地方公共団体等奨学金
　 各都道府県の教育委員会、各種財団や民間団体等が設けている奨学金も、募集時期が４月か
ら５月に集中しています。大学宛に募集の案内が来たものは、随時、学内の奨学金用掲示板
に掲示しています。

給付・貸与機関（例） 給付・貸与額（例）
サンヨー食品奨学財団 年額200,000円（給付）
高崎北口ータリークラブ 月額20,000円（給付）
各都道府県教育委員会等 （各ホームページを参照してください）

　■糸井ホールディングススポーツ活動奨励奨学金
　 高崎経済大学体育会に所属するスポーツ団体の学生に、無利子で奨学金を貸与し、体育会学
生が修学及びスポーツ活動を容易にすることを目的としている奨学金です。
　詳細については、大学ホームページで確認してください。

　■奨学奨励費
　 学生の個人または団体でのコンクール等への全国大会出場、学生団体連絡協議会に所属する
サークル活動等での全国大会出場、学生の修学上、奨励費を支給することが有益であると認
められる修学活動、研究活動、課外活動又は地域活動など、教育研究活動及び修学活動の支
援を目的とする給付金です。
　申請期限は、大会等が終了してから１ヶ月以内となっていますので、注意してください。
　大会等の出場が決まったらすぐに申請してください。
　詳細については、大学ホームページで確認してください。

学生保険関係について
　■学生教育研究災害傷害保険
　 本学は全学生を対象に、「学生教育研究災害傷害保険」に一括加入しております。正課中・
大学行事中・課外活動中（課外とは大学の認めた学内学生団体の管理下で行う活動）・キャ
ンパス内での休憩中の事故による傷害等について補償の対象となっています。
　 また、特約により通学中等の事故も担保されています。大学の授業等、大学行事または課外
活動（クラブ活動）への参加目的をもって合理的な経路及び方法（大学が禁じた方法は除く）
により、住居と大学施設間または大学施設等相互間を移動する間に被った傷害も対象となり
ます。
　不明な点については、教育グループ学生支援チーム窓口で問い合わせてください。

通学方法について
　■自動車
　駐車場は、自動車登録票のある車両のみ駐車できます。
　自動車登録を希望する学生は、学生支援チーム窓口で申請してください。
　なお、キャンパス周辺の店舗や私有地、路上への迷惑駐車は絶対にしないでください。
　申請方法等詳細については、大学ホームページで確認してください。

　■バス
　・群馬バス　https://www.gunbus.co.jp/
　　　高崎駅西口発着（高崎駅→経大前→沖→箕郷）
　　　　　　　　　　（高崎駅→経大前→本郷→室田→榛名神社→榛名湖）
　・高崎市循環バス「ぐるりん」http://www.busnav.net/gururin/
　　　高経大線（経大・金井淵コース）系統番号３・４

　■オートバイ
　キャンパス内へのオートバイ乗り入れは禁止です。
　オートバイは大学東側のオートバイ置場に駐輪してください。

　■自転車
　 自転車は必ず指定の駐輪場に停めてください。また、駐輪した時は、自転車に必ず鍵をかけ
てください。
　令和３年４月１日から、群馬県では条例により自転車保険への加入が義務化されました。
　 事故を起こさない、遭わないことが大事ですが、事故の際に自分や相手を守るためにも、自
転車を利用する方は必ず加入してください。
　詳細については、群馬県HPで確認してください。

ローン
　■国の教育ローン（日本政策金融公庫）
　 入学金、授業料、教科書代、アパートの敷金・家賃など、入学時や在学中に必要となる資金
を融資する公的な制度として、日本政策金融公庫の「国の教育ローン」があります。融資金
額は、学生１人につき350万円以内、返済期間は18年以内です。
　詳しくは、「国の教育ローン」コールセンター
　（0570-008656（ナビダイヤル）または03-5321-8656）まで問い合わせください。

　■市の制度融資（勤労者生活資金）
　 高崎市内に居住し、同一事業所に１年以上勤務する勤労者に対し、本人やその家族の教育な
どに必要な生活資金を低利で融資します。
　 詳しくは、高崎市商工振興課（027-321-1258）・中央労働金庫高崎支店（027-365-3333）・中
央労働金庫高崎東支店（027-353-6111）まで問い合わせください。
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生が修学及びスポーツ活動を容易にすることを目的としている奨学金です。
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　 高崎市内に居住し、同一事業所に１年以上勤務する勤労者に対し、本人やその家族の教育な
どに必要な生活資金を低利で融資します。
　 詳しくは、高崎市商工振興課（027-321-1258）・中央労働金庫高崎支店（027-365-3333）・中
央労働金庫高崎東支店（027-353-6111）まで問い合わせください。
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　■地方公共団体等奨学金
　 各都道府県の教育委員会、各種財団や民間団体等が設けている奨学金も、募集時期が４月か
ら５月に集中しています。大学宛に募集の案内が来たものは、随時、学内の奨学金用掲示板
に掲示しています。

給付・貸与機関（例） 給付・貸与額（例）
サンヨー食品奨学財団 年額200,000円（給付）
高崎北口ータリークラブ 月額20,000円（給付）
各都道府県教育委員会等 （各ホームページを参照してください）

　■糸井ホールディングススポーツ活動奨励奨学金
　 高崎経済大学体育会に所属するスポーツ団体の学生に、無利子で奨学金を貸与し、体育会学
生が修学及びスポーツ活動を容易にすることを目的としている奨学金です。
　詳細については、大学ホームページで確認してください。

　■奨学奨励費
　 学生の個人または団体でのコンクール等への全国大会出場、学生団体連絡協議会に所属する
サークル活動等での全国大会出場、学生の修学上、奨励費を支給することが有益であると認
められる修学活動、研究活動、課外活動又は地域活動など、教育研究活動及び修学活動の支
援を目的とする給付金です。
　申請期限は、大会等が終了してから１ヶ月以内となっていますので、注意してください。
　大会等の出場が決まったらすぐに申請してください。
　詳細については、大学ホームページで確認してください。

学生保険関係について
　■学生教育研究災害傷害保険
　 本学は全学生を対象に、「学生教育研究災害傷害保険」に一括加入しております。正課中・
大学行事中・課外活動中（課外とは大学の認めた学内学生団体の管理下で行う活動）・キャ
ンパス内での休憩中の事故による傷害等について補償の対象となっています。
　 また、特約により通学中等の事故も担保されています。大学の授業等、大学行事または課外
活動（クラブ活動）への参加目的をもって合理的な経路及び方法（大学が禁じた方法は除く）
により、住居と大学施設間または大学施設等相互間を移動する間に被った傷害も対象となり
ます。
　不明な点については、教育グループ学生支援チーム窓口で問い合わせてください。

通学方法について
　■自動車
　駐車場は、自動車登録票のある車両のみ駐車できます。
　自動車登録を希望する学生は、学生支援チーム窓口で申請してください。
　なお、キャンパス周辺の店舗や私有地、路上への迷惑駐車は絶対にしないでください。
　申請方法等詳細については、大学ホームページで確認してください。

　■バス
　・群馬バス　https://www.gunbus.co.jp/
　　　高崎駅西口発着（高崎駅→経大前→沖→箕郷）
　　　　　　　　　　（高崎駅→経大前→本郷→室田→榛名神社→榛名湖）
　・高崎市循環バス「ぐるりん」http://www.busnav.net/gururin/
　　　高経大線（経大・金井淵コース）系統番号３・４

　■オートバイ
　キャンパス内へのオートバイ乗り入れは禁止です。
　オートバイは大学東側のオートバイ置場に駐輪してください。

　■自転車
　 自転車は必ず指定の駐輪場に停めてください。また、駐輪した時は、自転車に必ず鍵をかけ
てください。
　令和３年４月１日から、群馬県では条例により自転車保険への加入が義務化されました。
　 事故を起こさない、遭わないことが大事ですが、事故の際に自分や相手を守るためにも、自
転車を利用する方は必ず加入してください。
　詳細については、群馬県HPで確認してください。

ローン
　■国の教育ローン（日本政策金融公庫）
　 入学金、授業料、教科書代、アパートの敷金・家賃など、入学時や在学中に必要となる資金
を融資する公的な制度として、日本政策金融公庫の「国の教育ローン」があります。融資金
額は、学生１人につき350万円以内、返済期間は18年以内です。
　詳しくは、「国の教育ローン」コールセンター
　（0570-008656（ナビダイヤル）または03-5321-8656）まで問い合わせください。

　■市の制度融資（勤労者生活資金）
　 高崎市内に居住し、同一事業所に１年以上勤務する勤労者に対し、本人やその家族の教育な
どに必要な生活資金を低利で融資します。
　 詳しくは、高崎市商工振興課（027-321-1258）・中央労働金庫高崎支店（027-365-3333）・中
央労働金庫高崎東支店（027-353-6111）まで問い合わせください。
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詳細はこちら
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■学生教育研究災害傷害保険

本学は全学生を対象に、「学生教育研究災害傷害保険」に一括加入しており
ます。正課中・大学行事中・課外活動中（課外とは大学の認めた学内学生団
体の管理下で行う活動）・キャンパス内での休憩中の事故による傷害等につ
いて補償の対象となっています。
また、特約により通学中等の事故も担保されています。詳細については、大
学ホームページで確認してください。

詳細はこちら

11

●Support　学生サポート キャンパス全体図

沿 革・目的・方針等

学 歌

窓 口 案 内 一 覧

履修・授業・試験・成績等

健康診断・学生相談

ボランティア活動

海 外 研 修

留 学 生

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト

１号館・２号館

３号館・４号館

６号館

７号館

研究棟

図書館

事務棟・三扇会館

文化サークル棟

体育会クラブハウス・体育館

学 生 団 体

高 経 大・ 基 礎 知 識

学
生
サ
ポ
ー
ト

学
生
生
活

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ

12

　学生支援チーム

学生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等



　■地方公共団体等奨学金
　 各都道府県の教育委員会、各種財団や民間団体等が設けている奨学金も、募集時期が４月か
ら５月に集中しています。大学宛に募集の案内が来たものは、随時、学内の奨学金用掲示板
に掲示しています。

給付・貸与機関（例） 給付・貸与額（例）
サンヨー食品奨学財団 年額200,000円（給付）
高崎北口ータリークラブ 月額20,000円（給付）
各都道府県教育委員会等 （各ホームページを参照してください）

　■糸井ホールディングススポーツ活動奨励奨学金
　 高崎経済大学体育会に所属するスポーツ団体の学生に、無利子で奨学金を貸与し、体育会学
生が修学及びスポーツ活動を容易にすることを目的としている奨学金です。
　詳細については、大学ホームページで確認してください。

　■奨学奨励費
　 学生の個人または団体でのコンクール等への全国大会出場、学生団体連絡協議会に所属する
サークル活動等での全国大会出場、学生の修学上、奨励費を支給することが有益であると認
められる修学活動、研究活動、課外活動又は地域活動など、教育研究活動及び修学活動の支
援を目的とする給付金です。
　申請期限は、大会等が終了してから１ヶ月以内となっていますので、注意してください。
　大会等の出場が決まったらすぐに申請してください。
　詳細については、大学ホームページで確認してください。

学生保険関係について
　■学生教育研究災害傷害保険
　 本学は全学生を対象に、「学生教育研究災害傷害保険」に一括加入しております。正課中・
大学行事中・課外活動中（課外とは大学の認めた学内学生団体の管理下で行う活動）・キャ
ンパス内での休憩中の事故による傷害等について補償の対象となっています。
　 また、特約により通学中等の事故も担保されています。大学の授業等、大学行事または課外
活動（クラブ活動）への参加目的をもって合理的な経路及び方法（大学が禁じた方法は除く）
により、住居と大学施設間または大学施設等相互間を移動する間に被った傷害も対象となり
ます。
　不明な点については、教育グループ学生支援チーム窓口で問い合わせてください。

通学方法について
　■自動車
　駐車場は、自動車登録票のある車両のみ駐車できます。
　自動車登録を希望する学生は、学生支援チーム窓口で申請してください。
　なお、キャンパス周辺の店舗や私有地、路上への迷惑駐車は絶対にしないでください。
　申請方法等詳細については、大学ホームページで確認してください。

　■バス
　・群馬バス　https://www.gunbus.co.jp/
　　　高崎駅西口発着（高崎駅→経大前→沖→箕郷）
　　　　　　　　　　（高崎駅→経大前→本郷→室田→榛名神社→榛名湖）
　・高崎市循環バス「ぐるりん」http://www.busnav.net/gururin/
　　　高経大線（経大・金井淵コース）系統番号３・４

　■オートバイ
　キャンパス内へのオートバイ乗り入れは禁止です。
　オートバイは大学東側のオートバイ置場に駐輪してください。

　■自転車
　 自転車は必ず指定の駐輪場に停めてください。また、駐輪した時は、自転車に必ず鍵をかけ
てください。
　令和３年４月１日から、群馬県では条例により自転車保険への加入が義務化されました。
　 事故を起こさない、遭わないことが大事ですが、事故の際に自分や相手を守るためにも、自
転車を利用する方は必ず加入してください。
　詳細については、群馬県HPで確認してください。

ローン
　■国の教育ローン（日本政策金融公庫）
　 入学金、授業料、教科書代、アパートの敷金・家賃など、入学時や在学中に必要となる資金
を融資する公的な制度として、日本政策金融公庫の「国の教育ローン」があります。融資金
額は、学生１人につき350万円以内、返済期間は18年以内です。
　詳しくは、「国の教育ローン」コールセンター
　（0570-008656（ナビダイヤル）または03-5321-8656）まで問い合わせください。

　■市の制度融資（勤労者生活資金）
　 高崎市内に居住し、同一事業所に１年以上勤務する勤労者に対し、本人やその家族の教育な
どに必要な生活資金を低利で融資します。
　 詳しくは、高崎市商工振興課（027-321-1258）・中央労働金庫高崎支店（027-365-3333）・中
央労働金庫高崎東支店（027-353-6111）まで問い合わせください。
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自転車は必ず指定の駐輪場に停めてください。また、駐輪した時は、自転車に必ず鍵をかけ
てください。
群馬県では条例により自転車保険への加入が義務化されています。
事故を起こさない、遭わないことが大事ですが、事故の際に自分や相手を守るためにも、自
転車を利用する方は必ず加入してください。
詳細については、群馬県HPで確認してください。

感染症について
　 感染症の予防のために、予防接種を勧めます。かかりつけの医療機関に相談しましょう。なお、
インフルエンザ、麻しん（はしか）、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）、風しん、水痘（みず
ぼうそう）、新型コロナウイルス感染症等は、「学校において予防すべき感染症」に属します
ので医師からこれらの病気と診断されたら、本学保健室に連絡してください。

　■連絡先
　・電話番号　027-343-5418
　・メールアドレス　hoken@tcue.ac.jp

救急処置について
　 身近な人が突然倒れ、心臓や呼吸が止まってしまったとき、直ぐに119番通報をして、救急
車が到着するまでの間、そばに居合わせた人が、胸骨圧迫と人工呼吸による「心肺蘇生法」
を開始します。また、心臓の正常なリズムを取り戻すため「AED（自動体外式除細動器）」を
使った救命処置を行うことが重要です。誰もがAEDを使用した救命処置ができるよう講習会
を毎年開催しています。

　■心肺蘇生法の流れ
　1　反応を確認⇒倒れている人の肩をたたきながら、大声で声をかけるが反応がない。
　2　助けを呼ぶ⇒協力者に「119番通報」と「AED」を持ってくるよう要請する。
　3　呼吸の確認⇒ 傷病者のそばに座り、10秒以内で傷病者の胸や腹部の上がり下がりを見

て「普段通り」の呼吸をしているか。自信がなければ呼吸なしと判断。
　　　　　　　　　 ※しゃくりあげるような途切れ途切れの呼吸は「普段通り」の呼吸なしと判断。
　4　胸 骨 圧 迫⇒ １分間に100 ～ 120回のテンポで、絶え間なく行う。（成人の圧迫は、胸

が５cm沈む程度の強さ）
　5　人 工 呼 吸⇒人工呼吸ができないか、ためらわれる場合は胸骨圧迫のみを続ける。
　6　心 肺 蘇 生⇒胸骨圧迫30回＋人工呼吸２回を繰り返す。
　7　A E D 装 着⇒ 電源を入れ、電極パットを貼る（右前胸部・左側胸部）後は音声メッセー

ジに従う。

●保健室（１号館１Ｆ）
大学生活を健康に送ることが
できるよう、保健室が設置さ
れています。心身の健康に不
安がある時には、いつでも気
軽に利用してください。

保健室の利用
　■保健室の業務
　保健室では、学生のみなさんの心身の健康を支援するため下記の業務を行っています。
　１．定期健康診断
　　　 学校保健安全法に基づき、全学生を対象に毎年行っています。健診日程は、ホームペー

ジを見てください。就職活動（卒業年次生）や介護等実習・留学申請用として、希
望者には健康診断証明書及び結果書を発行しています。

　２．健康相談・病院紹介
　３．応急処置
　４．測定と検査（視力・色覚・聴力・身長・体重・体脂肪・尿検査）
　５．保健指導
　６．その他
　　　・救急鞄、AED、非接触体温計、消毒用アルコールの貸し出し（要予約）
　　　・普通救命講習会・献血
　■開室時間
　９：00 ～ 17：30（月曜日から金曜日）
　※保健室が閉まっている時は、学生支援チーム又は学生サポートルームの職員が対応します。

体調を崩したら
　■健康保険証の確認
　 医療機関を受診する際には、健康保険証が必要です。コピーは、使用できません。健康
保険証が各個人のカードになっている場合は、自分のカードを手元に置いてください。ま
た、健康保険証が家族全員で共有する形式で、自宅外通学生の場合は「遠隔地被保険者証」
の発行が必要となります。

　【遠隔地被保険者証の発行手続き方法】
　・国民健康保険の場合…扶養者の住民登録地（市・区・町・村）の健康保険証取り扱い窓口
　・ 共済組合保険、船員保険、健保協会その他の保険証の場合…各管轄の健康保険証取り
扱い事務所窓口、扶養者の勤務している会社の厚生担当部署等

　※手続きには、在学証明書や住民票が必要になる場合があります。

　■病院案内（テレホンサービス）
　 休日や夜間などに、急に具合が悪くなったときに受診可能な病状・症状にあった医療機
関を案内します。（24時間対応）
　電話：027-325-0011（高崎市等広域消防局・病院案内）

構内AED設置場所

●保健室（室外と室内）　●体育館
●図書館２Ｆ　●警備員控室
●７号館２Ｆ　●第１グラウンド倉庫
●６号館１Ｆ

貸出用AED

●保健室（１台）
学生行事で必要な時は申請してください。

保健室

● Support　学生サポート
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体育会クラブハウス・体育館

高 経 大・基 礎 知 識
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履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

ボランティア活動

海 外 研 修

留 学 生

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト

健康診断・学生相談

　　　・救急鞄、AED、非接触体温計、消毒用アルコール、身長計、体重計の貸し出し（要予約）
　　　・普通救命講習会・献血

・授業日９：00 ～ 17：30（月曜日から金曜日）　　・長期休業中９：30 ～ 16：30
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●Support　学生サポート キャンパス全体図

沿 革・目的・方針等

学 歌

窓 口 案 内 一 覧

履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書
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授 業 料
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高経ネット・ポータルサイト
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学 会
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同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト
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研究棟
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ス
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学生支援チーム 保健室

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談



感染症について
　 感染症の予防のために、予防接種を勧めます。かかりつけの医療機関に相談しましょう。なお、
インフルエンザ、麻しん（はしか）、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）、風しん、水痘（みず
ぼうそう）、新型コロナウイルス感染症等は、「学校において予防すべき感染症」に属します
ので医師からこれらの病気と診断されたら、本学保健室に連絡してください。

　■連絡先
　・電話番号　027-343-5418
　・メールアドレス　hoken@tcue.ac.jp

救急処置について
　 身近な人が突然倒れ、心臓や呼吸が止まってしまったとき、直ぐに119番通報をして、救急
車が到着するまでの間、そばに居合わせた人が、胸骨圧迫と人工呼吸による「心肺蘇生法」
を開始します。また、心臓の正常なリズムを取り戻すため「AED（自動体外式除細動器）」を
使った救命処置を行うことが重要です。誰もがAEDを使用した救命処置ができるよう講習会
を毎年開催しています。

　■心肺蘇生法の流れ
　1　反応を確認⇒倒れている人の肩をたたきながら、大声で声をかけるが反応がない。
　2　助けを呼ぶ⇒協力者に「119番通報」と「AED」を持ってくるよう要請する。
　3　呼吸の確認⇒ 傷病者のそばに座り、10秒以内で傷病者の胸や腹部の上がり下がりを見

て「普段通り」の呼吸をしているか。自信がなければ呼吸なしと判断。
　　　　　　　　　 ※しゃくりあげるような途切れ途切れの呼吸は「普段通り」の呼吸なしと判断。
　4　胸 骨 圧 迫⇒ １分間に100 ～ 120回のテンポで、絶え間なく行う。（成人の圧迫は、胸

が５cm沈む程度の強さ）
　5　人 工 呼 吸⇒人工呼吸ができないか、ためらわれる場合は胸骨圧迫のみを続ける。
　6　心 肺 蘇 生⇒胸骨圧迫30回＋人工呼吸２回を繰り返す。
　7　A E D 装 着⇒ 電源を入れ、電極パットを貼る（右前胸部・左側胸部）後は音声メッセー

ジに従う。

●保健室（１号館１Ｆ）
大学生活を健康に送ることが
できるよう、保健室が設置さ
れています。心身の健康に不
安がある時には、いつでも気
軽に利用してください。

保健室の利用
　■保健室の業務
　保健室では、学生のみなさんの心身の健康を支援するため下記の業務を行っています。
　１．定期健康診断
　　　 学校保健安全法に基づき、全学生を対象に毎年行っています。健診日程は、ホームペー

ジを見てください。就職活動（卒業年次生）や介護等実習・留学申請用として、希
望者には健康診断証明書及び結果書を発行しています。

　２．健康相談・病院紹介
　３．応急処置
　４．測定と検査（視力・色覚・聴力・身長・体重・体脂肪・尿検査）
　５．保健指導
　６．その他
　　　・救急鞄、AED、非接触体温計、消毒用アルコールの貸し出し（要予約）
　　　・普通救命講習会・献血
　■開室時間
　９：00 ～ 17：30（月曜日から金曜日）
　※保健室が閉まっている時は、学生支援チーム又は学生サポートルームの職員が対応します。

体調を崩したら
　■健康保険証の確認
　 医療機関を受診する際には、健康保険証が必要です。コピーは、使用できません。健康
保険証が各個人のカードになっている場合は、自分のカードを手元に置いてください。ま
た、健康保険証が家族全員で共有する形式で、自宅外通学生の場合は「遠隔地被保険者証」
の発行が必要となります。

　【遠隔地被保険者証の発行手続き方法】
　・国民健康保険の場合…扶養者の住民登録地（市・区・町・村）の健康保険証取り扱い窓口
　・ 共済組合保険、船員保険、健保協会その他の保険証の場合…各管轄の健康保険証取り
扱い事務所窓口、扶養者の勤務している会社の厚生担当部署等

　※手続きには、在学証明書や住民票が必要になる場合があります。

　■病院案内（テレホンサービス）
　 休日や夜間などに、急に具合が悪くなったときに受診可能な病状・症状にあった医療機
関を案内します。（24時間対応）
　電話：027-325-0011（高崎市等広域消防局・病院案内）

構内AED設置場所

●保健室（室外と室内）　●体育館
●図書館２Ｆ　●警備員控室
●７号館２Ｆ　●第１グラウンド倉庫
●６号館１Ｆ

貸出用AED

●保健室（１台）
学生行事で必要な時は申請してください。

保健室

● Support　学生サポート
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通学証明書・在学証明書
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海 外 研 修

留 学 生

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト
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ア ル バ イ ト

健康診断・学生相談

■支援の例（視覚障害・聴覚障害・言語障害・発達障害・精神障害　等）
・語学、演習、実習科目、試験時における配慮の相談
・授業担当教員との連絡調整
・ノートテイク、座席の配慮
・施設の整備、修学環境の調整　等

■申込みから支援開始まで

●学生サポートルーム（７号館２Ｆ）
　 学生サポートルームは、すべての学生の大学生活を支援するため、さまざまな相談を受けて
います。また、必要に応じ修学の配慮や環境の整備を行っています。

　■開室時間
　９：00 ～ 17：00（月曜日から金曜日）

　■連絡先
　・電話番号　027-344-7502
　・メールアドレス　supportroom@tcue.ac.jp

学生相談
　学生生活におけるあらゆる相談を受け付けています。
　 勉強や進路、就職に関することはもちろん、心配事やトラブル、なんとなく体がだるくてや
る気がおきないなど、健康一般についても相談を受け付けます。個人にかかわる相談内容等
は法律に基づいて守秘義務を守ります。安心して相談してください。

　■カウンセラーによる相談
　 公認心理師や臨床心理士が、心の不安、人間関係に関することの悩みなどに対して、専門的
な視点から助言をします。また、相談の内容によっては、より適切な学内の窓口や学外の相
談機関・医療機関を紹介します。

　■保健師等による相談
　保健師等が随時相談に対応します。

　※ 「学生相談」の開催日時等の詳細についてはホームページで確認し
てください。

　※相談は、面談のほか、電話、ZOOMでも行うことができます。
　　 相談を希望される方は、学生サポートルームまたは保健室まで連絡
してください。

障害学生支援
　 本学では、「障害のある学生への支援の基本的方針」に基づき、障害等の理由により、修学
上支援が必要な学生の相談に応じ、様々な支援を行っています。支援を希望する方は、学生
サポートルームに相談してください。
　※来室の際に介助が必要な場合は連絡してください。
　※障害等の理由で休養が必要な学生用の休養室があります。利用希望者は相談してください。

相 談
支援を希望する学生（保護者）は、学生サポートルームまたは学生支援チー
ムにご相談ください。

書 類 提 出 申請書等必要な書類を提出していただきます。

面 談
どのような支援が必要か、学生本人、（保護者）、教員、学生サポートルー
ム職員等で相談をします。

決 定 申請に基づき、学生支援委員会にて、配慮の内容を決定します。

サポート実施
支援内容が授業配慮に及ぶ場合は、授業担当教員に配慮内容を通知します。
定期的に利用学生と面談し、支援の内容を確認し、必要に応じて変更します。

ハラスメント
　 本学では、ハラスメントの発生の防止および対策、ならびにハラスメントに起因する問題が
生じた場合に対応するために、ハラスメント防止対策委員会を置き、ハラスメント相談室を
設けています。ハラスメントに遭ってしまったら、もしくはハラスメントかもしれないと思っ
たら、一人で悩まずにまずは相談してください。
　・相談された事案は、相談員が適切に対応し、相談者が望む解決方法を尊重します。
　・事案の当事者または関係者が対応に関わることはありません。
　・相談された内容及び個人の秘密は厳守します。

　■ハラスメントとは
　 ハラスメントとは、他者に対する発言・行動等が本人の意図には関係なく、相手を不快にさ
せたり、尊厳を傷つけたり、不利益を与えたり、脅威を与えることを言います。セクシュア
ルハラスメント、アカデミックハラスメント、アルコールハラスメント等があります。ハラ
スメントに遭わないだけではなく、加害者にならないよう相手の気持ちを考えて行動しま
しょう。

　 ※ハラスメントの内容、相談窓口等の詳細についてはホームページを
参照してください。

詳細はこちら

詳細はこちら

学生サポートルーム

● Support　学生サポート
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健康診断・学生相談

■支援の例（視覚障害・聴覚障害・言語障害・発達障害・精神障害　等）
・語学、演習、実習科目、試験時における配慮の相談
・授業担当教員との連絡調整
・ノートテイク、座席の配慮
・施設の整備、修学環境の調整　等

■申込みから支援開始まで

●学生サポートルーム（７号館２Ｆ）
　 学生サポートルームは、すべての学生の大学生活を支援するため、さまざまな相談を受けて
います。また、必要に応じ修学の配慮や環境の整備を行っています。

　■開室時間
　９：00 ～ 17：00（月曜日から金曜日）

　■連絡先
　・電話番号　027-344-7502
　・メールアドレス　supportroom@tcue.ac.jp

学生相談
　学生生活におけるあらゆる相談を受け付けています。
　 勉強や進路、就職に関することはもちろん、心配事やトラブル、なんとなく体がだるくてや
る気がおきないなど、健康一般についても相談を受け付けます。個人にかかわる相談内容等
は法律に基づいて守秘義務を守ります。安心して相談してください。

　■カウンセラーによる相談
　 公認心理師や臨床心理士が、心の不安、人間関係に関することの悩みなどに対して、専門的
な視点から助言をします。また、相談の内容によっては、より適切な学内の窓口や学外の相
談機関・医療機関を紹介します。

　■保健師等による相談
　保健師等が随時相談に対応します。

　※ 「学生相談」の開催日時等の詳細についてはホームページで確認し
てください。

　※相談は、面談のほか、電話、ZOOMでも行うことができます。
　　 相談を希望される方は、学生サポートルームまたは保健室まで連絡
してください。

障害学生支援
　 本学では、「障害のある学生への支援の基本的方針」に基づき、障害等の理由により、修学
上支援が必要な学生の相談に応じ、様々な支援を行っています。支援を希望する方は、学生
サポートルームに相談してください。
　※来室の際に介助が必要な場合は連絡してください。
　※障害等の理由で休養が必要な学生用の休養室があります。利用希望者は相談してください。

相 談
支援を希望する学生（保護者）は、学生サポートルームまたは学生支援チー
ムにご相談ください。

書 類 提 出 申請書等必要な書類を提出していただきます。

面 談
どのような支援が必要か、学生本人、（保護者）、教員、学生サポートルー
ム職員等で相談をします。

決 定 申請に基づき、学生支援委員会にて、配慮の内容を決定します。

サポート実施
支援内容が授業配慮に及ぶ場合は、授業担当教員に配慮内容を通知します。
定期的に利用学生と面談し、支援の内容を確認し、必要に応じて変更します。

ハラスメント
　 本学では、ハラスメントの発生の防止および対策、ならびにハラスメントに起因する問題が
生じた場合に対応するために、ハラスメント防止対策委員会を置き、ハラスメント相談室を
設けています。ハラスメントに遭ってしまったら、もしくはハラスメントかもしれないと思っ
たら、一人で悩まずにまずは相談してください。
　・相談された事案は、相談員が適切に対応し、相談者が望む解決方法を尊重します。
　・事案の当事者または関係者が対応に関わることはありません。
　・相談された内容及び個人の秘密は厳守します。

　■ハラスメントとは
　 ハラスメントとは、他者に対する発言・行動等が本人の意図には関係なく、相手を不快にさ
せたり、尊厳を傷つけたり、不利益を与えたり、脅威を与えることを言います。セクシュア
ルハラスメント、アカデミックハラスメント、アルコールハラスメント等があります。ハラ
スメントに遭わないだけではなく、加害者にならないよう相手の気持ちを考えて行動しま
しょう。

　 ※ハラスメントの内容、相談窓口等の詳細についてはホームページを
参照してください。

詳細はこちら

詳細はこちら

学生サポートルーム

● Support　学生サポート

1817

１号館・２号館

３号館・４号館

５号館・６号館

７号館

研究棟

図書館

事務棟・三扇会館

文化サークル棟

体育会クラブハウス・体育館

高 経 大・基 礎 知 識

キャンパス全体図

沿 革　目的・方針等

窓 口 案 内 一 覧

学 生 団 体

学 歌

学
生
生
活

学
生
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ

履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

ボランティア活動

海 外 研 修

留 学 生

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト

健康診断・学生相談

感染症について
　 感染症の予防のために、予防接種を勧めます。かかりつけの医療機関に相談しましょう。なお、
インフルエンザ、麻しん（はしか）、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）、風しん、水痘（みず
ぼうそう）、新型コロナウイルス感染症等は、「学校において予防すべき感染症」に属します
ので医師からこれらの病気と診断されたら、本学保健室に連絡してください。

　■連絡先
　・電話番号　027-343-5418
　・メールアドレス　hoken@tcue.ac.jp

救急処置について
　 身近な人が突然倒れ、心臓や呼吸が止まってしまったとき、直ぐに119番通報をして、救急
車が到着するまでの間、そばに居合わせた人が、胸骨圧迫と人工呼吸による「心肺蘇生法」
を開始します。また、心臓の正常なリズムを取り戻すため「AED（自動体外式除細動器）」を
使った救命処置を行うことが重要です。誰もがAEDを使用した救命処置ができるよう講習会
を毎年開催しています。

　■心肺蘇生法の流れ
　1　反応を確認⇒倒れている人の肩をたたきながら、大声で声をかけるが反応がない。
　2　助けを呼ぶ⇒協力者に「119番通報」と「AED」を持ってくるよう要請する。
　3　呼吸の確認⇒ 傷病者のそばに座り、10秒以内で傷病者の胸や腹部の上がり下がりを見

て「普段通り」の呼吸をしているか。自信がなければ呼吸なしと判断。
　　　　　　　　　 ※しゃくりあげるような途切れ途切れの呼吸は「普段通り」の呼吸なしと判断。
　4　胸 骨 圧 迫⇒ １分間に100 ～ 120回のテンポで、絶え間なく行う。（成人の圧迫は、胸

が５cm沈む程度の強さ）
　5　人 工 呼 吸⇒人工呼吸ができないか、ためらわれる場合は胸骨圧迫のみを続ける。
　6　心 肺 蘇 生⇒胸骨圧迫30回＋人工呼吸２回を繰り返す。
　7　A E D 装 着⇒ 電源を入れ、電極パットを貼る（右前胸部・左側胸部）後は音声メッセー

ジに従う。

●保健室（１号館１Ｆ）
大学生活を健康に送ることが
できるよう、保健室が設置さ
れています。心身の健康に不
安がある時には、いつでも気
軽に利用してください。

保健室の利用
　■保健室の業務
　保健室では、学生のみなさんの心身の健康を支援するため下記の業務を行っています。
　１．定期健康診断
　　　 学校保健安全法に基づき、全学生を対象に毎年行っています。健診日程は、ホームペー

ジを見てください。就職活動（卒業年次生）や介護等実習・留学申請用として、希
望者には健康診断証明書及び結果書を発行しています。

　２．健康相談・病院紹介
　３．応急処置
　４．測定と検査（視力・色覚・聴力・身長・体重・体脂肪・尿検査）
　５．保健指導
　６．その他
　　　・救急鞄、AED、非接触体温計、消毒用アルコールの貸し出し（要予約）
　　　・普通救命講習会・献血
　■開室時間
　９：00 ～ 17：30（月曜日から金曜日）
　※保健室が閉まっている時は、学生支援チーム又は学生サポートルームの職員が対応します。

体調を崩したら
　■健康保険証の確認
　 医療機関を受診する際には、健康保険証が必要です。コピーは、使用できません。健康
保険証が各個人のカードになっている場合は、自分のカードを手元に置いてください。ま
た、健康保険証が家族全員で共有する形式で、自宅外通学生の場合は「遠隔地被保険者証」
の発行が必要となります。

　【遠隔地被保険者証の発行手続き方法】
　・国民健康保険の場合…扶養者の住民登録地（市・区・町・村）の健康保険証取り扱い窓口
　・ 共済組合保険、船員保険、健保協会その他の保険証の場合…各管轄の健康保険証取り
扱い事務所窓口、扶養者の勤務している会社の厚生担当部署等

　※手続きには、在学証明書や住民票が必要になる場合があります。

　■病院案内（テレホンサービス）
　 休日や夜間などに、急に具合が悪くなったときに受診可能な病状・症状にあった医療機
関を案内します。（24時間対応）
　電話：027-325-0011（高崎市等広域消防局・病院案内）

構内AED設置場所

●保健室（室外と室内）　●体育館
●図書館２Ｆ　●警備員控室
●７号館２Ｆ　●第１グラウンド倉庫
●６号館１Ｆ

貸出用AED

●保健室（１台）
学生行事で必要な時は申請してください。

保健室

● Support　学生サポート
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健康診断・学生相談

感染症について
　 感染症の予防のために、予防接種を勧めます。かかりつけの医療機関に相談しましょう。なお、
インフルエンザ、麻しん（はしか）、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）、風しん、水痘（みず
ぼうそう）、新型コロナウイルス感染症等は、「学校において予防すべき感染症」に属します
ので医師からこれらの病気と診断されたら、本学保健室に連絡してください。

　■連絡先
　・電話番号　027-343-5418
　・メールアドレス　hoken@tcue.ac.jp

救急処置について
　 身近な人が突然倒れ、心臓や呼吸が止まってしまったとき、直ぐに119番通報をして、救急
車が到着するまでの間、そばに居合わせた人が、胸骨圧迫と人工呼吸による「心肺蘇生法」
を開始します。また、心臓の正常なリズムを取り戻すため「AED（自動体外式除細動器）」を
使った救命処置を行うことが重要です。誰もがAEDを使用した救命処置ができるよう講習会
を毎年開催しています。

　■心肺蘇生法の流れ
　1　反応を確認⇒倒れている人の肩をたたきながら、大声で声をかけるが反応がない。
　2　助けを呼ぶ⇒協力者に「119番通報」と「AED」を持ってくるよう要請する。
　3　呼吸の確認⇒ 傷病者のそばに座り、10秒以内で傷病者の胸や腹部の上がり下がりを見

て「普段通り」の呼吸をしているか。自信がなければ呼吸なしと判断。
　　　　　　　　　 ※しゃくりあげるような途切れ途切れの呼吸は「普段通り」の呼吸なしと判断。
　4　胸 骨 圧 迫⇒ １分間に100 ～ 120回のテンポで、絶え間なく行う。（成人の圧迫は、胸

が５cm沈む程度の強さ）
　5　人 工 呼 吸⇒人工呼吸ができないか、ためらわれる場合は胸骨圧迫のみを続ける。
　6　心 肺 蘇 生⇒胸骨圧迫30回＋人工呼吸２回を繰り返す。
　7　A E D 装 着⇒ 電源を入れ、電極パットを貼る（右前胸部・左側胸部）後は音声メッセー

ジに従う。

●保健室（１号館１Ｆ）
大学生活を健康に送ることが
できるよう、保健室が設置さ
れています。心身の健康に不
安がある時には、いつでも気
軽に利用してください。

保健室の利用
　■保健室の業務
　保健室では、学生のみなさんの心身の健康を支援するため下記の業務を行っています。
　１．定期健康診断
　　　 学校保健安全法に基づき、全学生を対象に毎年行っています。健診日程は、ホームペー

ジを見てください。就職活動（卒業年次生）や介護等実習・留学申請用として、希
望者には健康診断証明書及び結果書を発行しています。

　２．健康相談・病院紹介
　３．応急処置
　４．測定と検査（視力・色覚・聴力・身長・体重・体脂肪・尿検査）
　５．保健指導
　６．その他
　　　・救急鞄、AED、非接触体温計、消毒用アルコールの貸し出し（要予約）
　　　・普通救命講習会・献血
　■開室時間
　９：00 ～ 17：30（月曜日から金曜日）
　※保健室が閉まっている時は、学生支援チーム又は学生サポートルームの職員が対応します。

体調を崩したら
　■健康保険証の確認
　 医療機関を受診する際には、健康保険証が必要です。コピーは、使用できません。健康
保険証が各個人のカードになっている場合は、自分のカードを手元に置いてください。ま
た、健康保険証が家族全員で共有する形式で、自宅外通学生の場合は「遠隔地被保険者証」
の発行が必要となります。

　【遠隔地被保険者証の発行手続き方法】
　・国民健康保険の場合…扶養者の住民登録地（市・区・町・村）の健康保険証取り扱い窓口
　・ 共済組合保険、船員保険、健保協会その他の保険証の場合…各管轄の健康保険証取り
扱い事務所窓口、扶養者の勤務している会社の厚生担当部署等

　※手続きには、在学証明書や住民票が必要になる場合があります。

　■病院案内（テレホンサービス）
　 休日や夜間などに、急に具合が悪くなったときに受診可能な病状・症状にあった医療機
関を案内します。（24時間対応）
　電話：027-325-0011（高崎市等広域消防局・病院案内）

構内AED設置場所

●保健室（室外と室内）　●体育館
●図書館２Ｆ　●警備員控室
●７号館２Ｆ　●第１グラウンド倉庫
●６号館１Ｆ
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●保健室（１台）
学生行事で必要な時は申請してください。
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健康診断・学生相談

感染症の予防のために、予防接種を勧めます。かかりつけの医療機関に相談しましょう。なお、
インフルエンザ、麻しん（はしか）、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）、風しん、水痘（みず
ぼうそう）、新型コロナウイルス感染症等は、「学校において予防すべき感染症」に属します
ので医師からこれらの病気と診断（検査キットで陽性が判明した場合も含む）されたら、本
学保健室に連絡するか、大学ＨＰのキャンパスライフ（健康管理）の「学
校において予防すべき感染症」ページのＱＲコードから回答してください。

■連絡先

　・電話番号　027-343-5418　　　・メールアドレス　hoken@tcue.ac.jp

９：00 ～ 17：00（月曜日から金曜日）　

本学では、「障害のある学生への支援の基本的方針」に基づき、障害等の理由により、修学
上支援が必要な学生の相談に応じ、様々な支援を行っています。支援を希望する方は、学生
サポートルームに相談してください。詳細については、大学ホームページを参照してください。
　※来室の際に介助が必要な場合は連絡してください。
　※障害等の理由で休養が必要な学生用の休養室があります。利用希望者は相談してください。

■保健師や養護教諭等による相談

保健師や養護教諭等が随時相談に対応します。

障害等による修学支援の相談も受け付けています。

※  「学生相談」の詳細についてはホームページで確認してください。

※相談は、対面のほか、電話、ZOOMでも行うことができます。

　相談を希望される方は、学生サポートルームまたは保健室まで連絡

　してください。

詳細はこちら
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保健室 学生サポートルーム

健康診断・学生相談
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　■カウンセラーによる相談
　 公認心理師や臨床心理士が、心の不安、人間関係に関することの悩みなどに対して、専門的
な視点から助言をします。また、相談の内容によっては、より適切な学内の窓口や学外の相
談機関・医療機関を紹介します。
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■ボランティア活動上の注意
・授業やアルバイトを優先して、ボランティア活動を行ってください。
　十分な休息を心がけ、無理は禁物です。
・ 活動先での万ーの事態にそなえ、ボランティア保険への加入をお願いします（詳しくはご相
談ください）。

■窓口業務時間
　月曜～金曜日　10：00 ～ 17：00

●学生ボランティア活動支援室
　 学生ボランティア活動支援室では、ボランティア情報の提供や、やってみたいボランティア
探しのお手伝い、活動するうえでの各種相談などを通して、学生による自主的なボランティ
ア活動の支援を行っています。
　 ボランティアに関するさまざまな掲示物もありますので、ボランティア活動に参加したいと
思ったら、お気軽に来室・相談してください。

学生ボランティア活動支援室の概要
　■主な業務
　・ボランティア活動を希望する学生の登録
　・ボランティア活動に関する情報収集・提供
　・ボランティア活動に関する研修の企画・開催
　・学生団体・部活・サークルのボランティア活動に対する支援
　・学外からのボランティア要請の受付、関連団体との協力連携　等

　■学生ボランティア活動支援室のイメージ

　■活動の一例
　・ 高崎まつり、環境フェア、高崎ハロウィン、チャリティープロレス、チャリティーサンタ
等のイベント

　・小中学校放課後学習会、無料学習塾、スポーツ大会、地域づくり、募金等の活動

コラム

学章／シンボルマーク・ロゴ

学　章
由来
高崎城址に創立された本学にちなみ、善政をもっ
て領民に臨んだ高崎城主大河内氏の家紋三ツ扇に
由来します。外廓の扇は永遠の発展性と上州の山
岳美、中央部の三角形は名峰赤城、榛名、妙義を
示しユニークな本学を象徴します。

昭和34年４月１日制定

シンボルマーク・ロゴ
開学50周年を記念して2007年に制定。シンボル
マークは、高崎の「Ｔ」をモチーフにし、植物が
大地から天空に向かって芽生える様子を表し、活
力と発展を象徴する学ぶ「自由」を、２つの葉は
無限（∞）の可能性と交流を象徴しています。ロ
ゴは「崎」の文字に「活力」「創造」「永遠性」を
象徴する太陽を、「大」の文字は「人」＝「学生」
が主役であることを象徴しています。カラーは太
陽を表す黄金色をポイントに、主色の緑色は「洞
察」「若さ」「希望」「友好」そして「自由」を象
徴しています。

学外の団体
学生

ボランティア
活動支援室

学　生
例：
自治体
NPO法人
社会福祉法人
各種団体

◎ボランティア要請
◎情報提供

◎ボランティア登録
◎活動申込
◎各種相談

◎情報提供
◎各種手続き・相談への対応

◎活動手続き
◎学生からの問合せ代行
◎情報収集

学生ボランティア活動支援室

● Support　学生サポート
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ボランティア活動

■ボランティア活動上の注意
・授業やアルバイトを優先して、ボランティア活動を行ってください。
　十分な休息を心がけ、無理は禁物です。
・ 活動先での万ーの事態にそなえ、ボランティア保険への加入をお願いします（詳しくはご相
談ください）。

■窓口業務時間
　月曜～金曜日　10：00 ～ 17：00

●学生ボランティア活動支援室
　 学生ボランティア活動支援室では、ボランティア情報の提供や、やってみたいボランティア
探しのお手伝い、活動するうえでの各種相談などを通して、学生による自主的なボランティ
ア活動の支援を行っています。
　 ボランティアに関するさまざまな掲示物もありますので、ボランティア活動に参加したいと
思ったら、お気軽に来室・相談してください。

学生ボランティア活動支援室の概要
　■主な業務
　・ボランティア活動を希望する学生の登録
　・ボランティア活動に関する情報収集・提供
　・ボランティア活動に関する研修の企画・開催
　・学生団体・部活・サークルのボランティア活動に対する支援
　・学外からのボランティア要請の受付、関連団体との協力連携　等

　■学生ボランティア活動支援室のイメージ

　■活動の一例
　・ 高崎まつり、環境フェア、高崎ハロウィン、チャリティープロレス、チャリティーサンタ
等のイベント

　・小中学校放課後学習会、無料学習塾、スポーツ大会、地域づくり、募金等の活動

コラム

学章／シンボルマーク・ロゴ

学　章
由来
高崎城址に創立された本学にちなみ、善政をもっ
て領民に臨んだ高崎城主大河内氏の家紋三ツ扇に
由来します。外廓の扇は永遠の発展性と上州の山
岳美、中央部の三角形は名峰赤城、榛名、妙義を
示しユニークな本学を象徴します。

昭和34年４月１日制定

シンボルマーク・ロゴ
開学50周年を記念して2007年に制定。シンボル
マークは、高崎の「Ｔ」をモチーフにし、植物が
大地から天空に向かって芽生える様子を表し、活
力と発展を象徴する学ぶ「自由」を、２つの葉は
無限（∞）の可能性と交流を象徴しています。ロ
ゴは「崎」の文字に「活力」「創造」「永遠性」を
象徴する太陽を、「大」の文字は「人」＝「学生」
が主役であることを象徴しています。カラーは太
陽を表す黄金色をポイントに、主色の緑色は「洞
察」「若さ」「希望」「友好」そして「自由」を象
徴しています。

学外の団体
学生

ボランティア
活動支援室

学　生
例：
自治体
NPO法人
社会福祉法人
各種団体

◎ボランティア要請
◎情報提供

◎ボランティア登録
◎活動申込
◎各種相談

◎情報提供
◎各種手続き・相談への対応

◎活動手続き
◎学生からの問合せ代行
◎情報収集

学生ボランティア活動支援室

● Support　学生サポート

2019

１号館・２号館

３号館・４号館

５号館・６号館

７号館

研究棟

図書館

事務棟・三扇会館

文化サークル棟

体育会クラブハウス・体育館

高 経 大・基 礎 知 識

キャンパス全体図

沿 革　目的・方針等

窓 口 案 内 一 覧

学 生 団 体

学 歌

学
生
生
活

学
生
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ

履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

海 外 研 修

留 学 生

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト

ボランティア活動

■ボランティア活動上の注意
・授業やアルバイトを優先して、ボランティア活動を行ってください。
　十分な休息を心がけ、無理は禁物です。
・ 活動先での万ーの事態にそなえ、ボランティア保険への加入をお願いします（詳しくはご相
談ください）。

■窓口業務時間
　月曜～金曜日　10：00 ～ 17：00

●学生ボランティア活動支援室
　 学生ボランティア活動支援室では、ボランティア情報の提供や、やってみたいボランティア
探しのお手伝い、活動するうえでの各種相談などを通して、学生による自主的なボランティ
ア活動の支援を行っています。
　 ボランティアに関するさまざまな掲示物もありますので、ボランティア活動に参加したいと
思ったら、お気軽に来室・相談してください。

学生ボランティア活動支援室の概要
　■主な業務
　・ボランティア活動を希望する学生の登録
　・ボランティア活動に関する情報収集・提供
　・ボランティア活動に関する研修の企画・開催
　・学生団体・部活・サークルのボランティア活動に対する支援
　・学外からのボランティア要請の受付、関連団体との協力連携　等

　■学生ボランティア活動支援室のイメージ

　■活動の一例
　・ 高崎まつり、環境フェア、高崎ハロウィン、チャリティープロレス、チャリティーサンタ
等のイベント

　・小中学校放課後学習会、無料学習塾、スポーツ大会、地域づくり、募金等の活動

コラム

学章／シンボルマーク・ロゴ

学　章
由来
高崎城址に創立された本学にちなみ、善政をもっ
て領民に臨んだ高崎城主大河内氏の家紋三ツ扇に
由来します。外廓の扇は永遠の発展性と上州の山
岳美、中央部の三角形は名峰赤城、榛名、妙義を
示しユニークな本学を象徴します。

昭和34年４月１日制定

シンボルマーク・ロゴ
開学50周年を記念して2007年に制定。シンボル
マークは、高崎の「Ｔ」をモチーフにし、植物が
大地から天空に向かって芽生える様子を表し、活
力と発展を象徴する学ぶ「自由」を、２つの葉は
無限（∞）の可能性と交流を象徴しています。ロ
ゴは「崎」の文字に「活力」「創造」「永遠性」を
象徴する太陽を、「大」の文字は「人」＝「学生」
が主役であることを象徴しています。カラーは太
陽を表す黄金色をポイントに、主色の緑色は「洞
察」「若さ」「希望」「友好」そして「自由」を象
徴しています。

学外の団体
学生

ボランティア
活動支援室

学　生
例：
自治体
NPO法人
社会福祉法人
各種団体

◎ボランティア要請
◎情報提供

◎ボランティア登録
◎活動申込
◎各種相談

◎情報提供
◎各種手続き・相談への対応

◎活動手続き
◎学生からの問合せ代行
◎情報収集

学生ボランティア活動支援室

● Support　学生サポート

2019

１号館・２号館

３号館・４号館

５号館・６号館

７号館

研究棟

図書館

事務棟・三扇会館

文化サークル棟

体育会クラブハウス・体育館

高 経 大・基 礎 知 識

キャンパス全体図

沿 革　目的・方針等

窓 口 案 内 一 覧

学 生 団 体

学 歌

学
生
生
活

学
生
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ

履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

海 外 研 修

留 学 生

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト

ボランティア活動

■ボランティア活動上の注意
・授業やアルバイトを優先して、ボランティア活動を行ってください。
　十分な休息を心がけ、無理は禁物です。
・ 活動先での万ーの事態にそなえ、ボランティア保険への加入をお願いします（詳しくはご相
談ください）。

■窓口業務時間
　月曜～金曜日　10：00 ～ 17：00

●学生ボランティア活動支援室
　 学生ボランティア活動支援室では、ボランティア情報の提供や、やってみたいボランティア
探しのお手伝い、活動するうえでの各種相談などを通して、学生による自主的なボランティ
ア活動の支援を行っています。
　 ボランティアに関するさまざまな掲示物もありますので、ボランティア活動に参加したいと
思ったら、お気軽に来室・相談してください。

学生ボランティア活動支援室の概要
　■主な業務
　・ボランティア活動を希望する学生の登録
　・ボランティア活動に関する情報収集・提供
　・ボランティア活動に関する研修の企画・開催
　・学生団体・部活・サークルのボランティア活動に対する支援
　・学外からのボランティア要請の受付、関連団体との協力連携　等

　■学生ボランティア活動支援室のイメージ

　■活動の一例
　・ 高崎まつり、環境フェア、高崎ハロウィン、チャリティープロレス、チャリティーサンタ
等のイベント

　・小中学校放課後学習会、無料学習塾、スポーツ大会、地域づくり、募金等の活動

コラム

学章／シンボルマーク・ロゴ

学　章
由来
高崎城址に創立された本学にちなみ、善政をもっ
て領民に臨んだ高崎城主大河内氏の家紋三ツ扇に
由来します。外廓の扇は永遠の発展性と上州の山
岳美、中央部の三角形は名峰赤城、榛名、妙義を
示しユニークな本学を象徴します。

昭和34年４月１日制定

シンボルマーク・ロゴ
開学50周年を記念して2007年に制定。シンボル
マークは、高崎の「Ｔ」をモチーフにし、植物が
大地から天空に向かって芽生える様子を表し、活
力と発展を象徴する学ぶ「自由」を、２つの葉は
無限（∞）の可能性と交流を象徴しています。ロ
ゴは「崎」の文字に「活力」「創造」「永遠性」を
象徴する太陽を、「大」の文字は「人」＝「学生」
が主役であることを象徴しています。カラーは太
陽を表す黄金色をポイントに、主色の緑色は「洞
察」「若さ」「希望」「友好」そして「自由」を象
徴しています。

学外の団体
学生

ボランティア
活動支援室

学　生
例：
自治体
NPO法人
社会福祉法人
各種団体

◎ボランティア要請
◎情報提供

◎ボランティア登録
◎活動申込
◎各種相談

◎情報提供
◎各種手続き・相談への対応

◎活動手続き
◎学生からの問合せ代行
◎情報収集

学生ボランティア活動支援室

● Support　学生サポート

2019

１号館・２号館

３号館・４号館

５号館・６号館

７号館

研究棟

図書館

事務棟・三扇会館

文化サークル棟

体育会クラブハウス・体育館

高 経 大・基 礎 知 識

キャンパス全体図

沿 革　目的・方針等

窓 口 案 内 一 覧

学 生 団 体

学 歌

学
生
生
活

学
生
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ

履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

海 外 研 修

留 学 生

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト

ボランティア活動

■ボランティア活動上の注意
・授業やアルバイトを優先して、ボランティア活動を行ってください。
　十分な休息を心がけ、無理は禁物です。
・ 活動先での万ーの事態にそなえ、ボランティア保険への加入をお願いします（詳しくはご相
談ください）。

■窓口業務時間
　月曜～金曜日　10：00 ～ 17：00

●学生ボランティア活動支援室
　 学生ボランティア活動支援室では、ボランティア情報の提供や、やってみたいボランティア
探しのお手伝い、活動するうえでの各種相談などを通して、学生による自主的なボランティ
ア活動の支援を行っています。
　 ボランティアに関するさまざまな掲示物もありますので、ボランティア活動に参加したいと
思ったら、お気軽に来室・相談してください。

学生ボランティア活動支援室の概要
　■主な業務
　・ボランティア活動を希望する学生の登録
　・ボランティア活動に関する情報収集・提供
　・ボランティア活動に関する研修の企画・開催
　・学生団体・部活・サークルのボランティア活動に対する支援
　・学外からのボランティア要請の受付、関連団体との協力連携　等

　■学生ボランティア活動支援室のイメージ

　■活動の一例
　・ 高崎まつり、環境フェア、高崎ハロウィン、チャリティープロレス、チャリティーサンタ
等のイベント

　・小中学校放課後学習会、無料学習塾、スポーツ大会、地域づくり、募金等の活動

コラム

学章／シンボルマーク・ロゴ

学　章
由来
高崎城址に創立された本学にちなみ、善政をもっ
て領民に臨んだ高崎城主大河内氏の家紋三ツ扇に
由来します。外廓の扇は永遠の発展性と上州の山
岳美、中央部の三角形は名峰赤城、榛名、妙義を
示しユニークな本学を象徴します。

昭和34年４月１日制定

シンボルマーク・ロゴ
開学50周年を記念して2007年に制定。シンボル
マークは、高崎の「Ｔ」をモチーフにし、植物が
大地から天空に向かって芽生える様子を表し、活
力と発展を象徴する学ぶ「自由」を、２つの葉は
無限（∞）の可能性と交流を象徴しています。ロ
ゴは「崎」の文字に「活力」「創造」「永遠性」を
象徴する太陽を、「大」の文字は「人」＝「学生」
が主役であることを象徴しています。カラーは太
陽を表す黄金色をポイントに、主色の緑色は「洞
察」「若さ」「希望」「友好」そして「自由」を象
徴しています。

学外の団体
学生

ボランティア
活動支援室

学　生
例：
自治体
NPO法人
社会福祉法人
各種団体

◎ボランティア要請
◎情報提供

◎ボランティア登録
◎活動申込
◎各種相談

◎情報提供
◎各種手続き・相談への対応

◎活動手続き
◎学生からの問合せ代行
◎情報収集

学生ボランティア活動支援室

● Support　学生サポート

2019

１号館・２号館

３号館・４号館

５号館・６号館

７号館

研究棟

図書館

事務棟・三扇会館

文化サークル棟

体育会クラブハウス・体育館

高 経 大・基 礎 知 識

キャンパス全体図

沿 革　目的・方針等

窓 口 案 内 一 覧

学 生 団 体

学 歌

学
生
生
活

学
生
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ

履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

海 外 研 修

留 学 生

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト

ボランティア活動

●学生ボランティア活動支援室（事務棟１Ｆ学生支援チーム窓口）

■連絡先
 ・電話番号  027-329-6714
 ・メールアドレス volunteer @ tcue. ac. jp
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本学では、ハラスメントの発生の防止及び対策、ならびにハラスメントに起因する問題が生
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学生サポートルーム 学生ボランティア活動支援室

健康診断・学生相談

ボランティア活動



留学生の皆さんへ

●留学生の皆さんヘ
生活について

　■ごみの出し方
　 決められた場所・日にち・時間に、市町村で決められた袋に入れて出してください。燃やせ
るごみ（可燃ごみ）の出し方、燃やせないごみ（不燃ごみ）の出し方の決まりがあります。
　 ごみ分別アプリ「さんあーる」を使って、確認してください。夜間、日中などに出す行為は、
散乱や取り残しのもとになります。生活環境上、地元住民の方に多大な迷惑をかけることに
なりますので、絶対にやめましょう。

　■国民健康保険
　 全員、必ず加入してください。市役所で加入の手続きができます。加入していないと、ケガ
や病気で治療を受けるときに、全額自己負担となり非常に高額となります。なお、所得によっ
て、保険料が軽減される措置があります。手続きについては、居住する市町村に確認してく
ださい。

　■日本人の友達をつくりましょう（日本語を上達させるために）
　 日本語が上達するには、まず話さないといけません。留学生同士だけで集まらないで、日本
人とたくさん話すようにしましょう。失敗しても、あきらめないで話すことが大事です。

　■自転車保険
　 群馬県では自転車保険の加入が義務化されています。自転車に乗る人は、事故により他人に
被害を与えた場合における損害を補償する保険に加入しなければなりません。

　■自動車保険（任意保険）
　 免許を取って自動車やバイクを手に入れた場合は、自賠責保険という必ず入らなければなら
ない保険のほかに、『任意保険』という自分の意思で入る保険があります。事故を起こした
場合、自賠責保険で補償できる部分は、とても限られているので、対人補償が大きい『任意
保険』に必ず加入してください。加入していないと、大きな事故を起こした場合に、すべて
自分で補償しなければならなくなり、大変なことになります。また、最近は交通事故にあう
留学生が多くなっています。自転車に乗っているときや、歩いているときにも事故に巻き込
まれることがありますので、普段から交通安全に心がけて、十分気をつけてください。

　■留学生住宅総合補償
　 一般に、日本での民間アパート等を借りる場合、入居のための保証人が必要です。
　 保証人を探すことが困難な留学生は、国際交流支援チームに相談してください。この補償制
度に加入することで、大学が保証人になれる場合があります。
　【保険料】補償期間１年間：4,000円／補償期間２年間：8,000円

●国際交流支援チーム（事務棟１Ｆ）
　 国際交流支援チームは、短期・長期語学研修や海外フィールドワーク・ボランティア・インター
ンシップなど海外研修に関する事前説明会や助成金の申請受付事務を行っています。海外研
修のことでわからないことがあれば国際交流支援チームへ問い合わせてください。また、外
国人留学生の在留期間更新申請、招へいに関する諸手続きも行っています。

●海外研修支援事業
　 本学では、国際化社会に対応しうる豊かな人間性と高い知識の習得の一環として、海外長期・
短期研修を通して、活きた語学を学び、異文化交流を体験する機会を学生に提供することを
目的とした、海外研修支援事業を実施しており、海外研修費用の一部を助成します。経済学
部国際学科生が、同学科専門教育科目第２群に開設された海外研修で単位取得を条件とする
科目を履修した場合、その海外研修も助成対象とします。
　 但し、事前に審査があります。４月・10月に行われる説明会に必ず出席
　してください。
　詳細は大学ホームページを確認してください。

●株式会社キーテクノロジー留学奨励金（一律15万円を支給）
　 TOEICスコア650点以上を保有する学生が短期語学研修に参加する際に給付される奨励金で
す。年間の給付対象人数が決まっており、TOEICスコア上位者から選考されます。詳しくは
国際交流支援チームまでお問い合わせください。

●提携校への留学
　短期語学研修や交換留学など、海外提携校の情報は大学ホームページを
　確認してください。

オーストラリア　ラ・卜ローブ大学（LTU）
短期語学研修（春季プログラム）より

詳細はこちら

詳細はこちら
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高 経 大・基 礎 知 識

キャンパス全体図

沿 革　目的・方針等

窓 口 案 内 一 覧

学 生 団 体

学 歌
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ト

キ
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履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

ボランティア活動

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト

留 学 生

海 外 研 修本学では、国際化社会に対応しうる豊かな人間性と高い知識の習得の一環として、海外長期・
短期研修を通して、活きた語学を学び、異文化交流を体験する機会を学生に提供することを
目的とした、海外研修支援事業を実施しており、海外研修費用の一部を助成します。経済学
部国際学科生が、同学科専門教育科目第２群に開設された海外研修で単位取得を条件とする
科目を履修した場合、その海外研修も助成対象とします。
但し、事前に審査があります。説明会（前期１回・後期１回）に必ず出席
してください。開催時期等は、大学からの連絡通知を確認してください。
海外研修支援事業に関する詳細は大学ホームページを確認してください。

19

●Support　学生サポート キャンパス全体図

沿 革・目的・方針等

学 歌

窓 口 案 内 一 覧

履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

ボランティア活動

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト

１号館・２号館

３号館・４号館

６号館

７号館

研究棟

図書館

事務棟・三扇会館

文化サークル棟

体育会クラブハウス・体育館

学 生 団 体

高 経 大・ 基 礎 知 識

学
生
サ
ポ
ー
ト

学
生
生
活

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ

20

　国際交流支援チーム

海 外 研 修

留 学 生



　■住所・電話番号が変わったときは
　 住所が変わったり、携帯電話番号が変わったりしたときは、必ず大学に届出をしてください。
届出がないと、大学からの成績通知等が届かなくなります。また、住所が変わったときには、
市役所の外国人住民担当部署にも届出をしてください。

　■留学生を対象とする奨学金（令和４年度）
　 ※各奨学金の募集期間・採用基準は変更することがあります。詳しくは各機関のホームペー
ジ等で確認してください。

在留資格関係
　■在留資格の大学への報告、変更・更新、アルバイトを行いたい場合の資格外活動許可
　 在留資格は、入学時及び変更・更新時には必ず、大学へ報告を行ってください。
　 なお、在留資格に関しては、各自が責任をもって変更あるいは更新を行ってください。
　 あわせて、留学生がアルバイトを行いたい場合は、入国管理局で資格外活動許可を受けてか
ら、認められた範囲内で行ってください。
　不明なことがあれば、国際交流支援チームまで問い合わせてください。

大学生活について
　■掲示板
　 大学からの案内、奨学金や授業料減免の案内については、掲示板等で行います。留学生向け
の情報は主に７号館２階に掲示していますが、他の掲示板も確認するようにしてください。

　■定期健康診断
　毎年４月に、健康診断を行っています。自分の体調管理のために、毎年必ず受けてください。

　■期限を守る（厳守）
　 奨学金や授業料の減免など、色々と申し込むことがありますが、申し込みには「締め切り」
の日がありますので、締め切り前までに早めに申し込むようにしてください。一日でも締め
切りを過ぎた場合は、受付ができません。

　■授業料減免
　留学生の新入生は、後期の授業料から減免申請ができます。
　 後期授業料の減免を希望される場合には当年度９月中、前期授業料の減免を希望される場合
には前年度３月中に申請が必要となります。詳しい申請期間については、２月及び８月頃、
ホームページ並びに学内掲示板でお知らせしますので確認ください。
　 申請期間終了後、審査を行い１～２ヶ月程度で減免等の決定がされ、減免等の決定通知書を
郵送いたします。
　 また、授業料減免の申請をされた場合には、前期であれば４月27日（後期は10月27日）の口
座自動引落しはせず、決定後、前期であれば５月27日（後期は11月27日）に口座自動引落し
をします。ただし、金融機関が休業日の場合は、翌営業日に口座自動引落しをします。

　■成績評価について
　 奨学金・授業料の減免審査などで、皆さんの学業成績を計算するときは、修得できなかった
単位（Ｄ・Ｅ評価）も含めます。一度履修登録をすると、変更することはできませんから、
履修登録は慎重に行ってください。

　■駐車場
　 駐車場は、自動車登録票のある車両のみ駐車できます。自動車登録を希望する学生は、学生
支援チーム窓口で申請し、自動車登録票の交付を受けてください。駐車してはいけないとこ
ろや、道路に駐車（路上駐車）することは、通行の妨げになり、近隣住民の迷惑になるので、
絶対にしないでください。

名　称 主な応募資格 Ｒ４年度
採用者数 月　額 期　間 応募

時期

学習奨励賞
（予約枠）

日本学生支援機構から給付予
約決定を受けた者 ３ 48,000円 １年間 ４月

学習奨励賞
（特別枠）

指定された留学生就職促進プ
ログラムに参加する者ほか ３ 48,000円 １年間

または半年
４月
または
９月

ロータリー
米山記念奨学金

・学部３，４年
・博士前期課程１，２年
・博士後期課程２，３年

５
・学部
　100,000円
・大学院
　140,000円

1年間
最長２年間

前年
９月

高崎経済大学後援会
留学生奨学金

留学生住宅に入居していない
留学生（学部１年生優先） 20 10,000円 １年間 ５月

JEES日本語修学
支援奨学金

日本語能力試験で優秀な成績
を修めた者 １ 50,000円 半年間 ５月
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学生保険・通学方法等
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ボランティア活動
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留 学 生

　■住所・電話番号が変わったときは
　 住所が変わったり、携帯電話番号が変わったりしたときは、必ず大学に届出をしてください。
届出がないと、大学からの成績通知等が届かなくなります。また、住所が変わったときには、
市役所の外国人住民担当部署にも届出をしてください。

　■留学生を対象とする奨学金（令和４年度）
　 ※各奨学金の募集期間・採用基準は変更することがあります。詳しくは各機関のホームペー
ジ等で確認してください。

在留資格関係
　■在留資格の大学への報告、変更・更新、アルバイトを行いたい場合の資格外活動許可
　 在留資格は、入学時及び変更・更新時には必ず、大学へ報告を行ってください。
　 なお、在留資格に関しては、各自が責任をもって変更あるいは更新を行ってください。
　 あわせて、留学生がアルバイトを行いたい場合は、入国管理局で資格外活動許可を受けてか
ら、認められた範囲内で行ってください。
　不明なことがあれば、国際交流支援チームまで問い合わせてください。

大学生活について
　■掲示板
　 大学からの案内、奨学金や授業料減免の案内については、掲示板等で行います。留学生向け
の情報は主に７号館２階に掲示していますが、他の掲示板も確認するようにしてください。

　■定期健康診断
　毎年４月に、健康診断を行っています。自分の体調管理のために、毎年必ず受けてください。

　■期限を守る（厳守）
　 奨学金や授業料の減免など、色々と申し込むことがありますが、申し込みには「締め切り」
の日がありますので、締め切り前までに早めに申し込むようにしてください。一日でも締め
切りを過ぎた場合は、受付ができません。

　■授業料減免
　留学生の新入生は、後期の授業料から減免申請ができます。
　 後期授業料の減免を希望される場合には当年度９月中、前期授業料の減免を希望される場合
には前年度３月中に申請が必要となります。詳しい申請期間については、２月及び８月頃、
ホームページ並びに学内掲示板でお知らせしますので確認ください。
　 申請期間終了後、審査を行い１～２ヶ月程度で減免等の決定がされ、減免等の決定通知書を
郵送いたします。
　 また、授業料減免の申請をされた場合には、前期であれば４月27日（後期は10月27日）の口
座自動引落しはせず、決定後、前期であれば５月27日（後期は11月27日）に口座自動引落し
をします。ただし、金融機関が休業日の場合は、翌営業日に口座自動引落しをします。

　■成績評価について
　 奨学金・授業料の減免審査などで、皆さんの学業成績を計算するときは、修得できなかった
単位（Ｄ・Ｅ評価）も含めます。一度履修登録をすると、変更することはできませんから、
履修登録は慎重に行ってください。

　■駐車場
　 駐車場は、自動車登録票のある車両のみ駐車できます。自動車登録を希望する学生は、学生
支援チーム窓口で申請し、自動車登録票の交付を受けてください。駐車してはいけないとこ
ろや、道路に駐車（路上駐車）することは、通行の妨げになり、近隣住民の迷惑になるので、
絶対にしないでください。
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　 住所が変わったり、携帯電話番号が変わったりしたときは、必ず大学に届出をしてください。
届出がないと、大学からの成績通知等が届かなくなります。また、住所が変わったときには、
市役所の外国人住民担当部署にも届出をしてください。

　■留学生を対象とする奨学金（令和４年度）
　 ※各奨学金の募集期間・採用基準は変更することがあります。詳しくは各機関のホームペー
ジ等で確認してください。
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　■在留資格の大学への報告、変更・更新、アルバイトを行いたい場合の資格外活動許可
　 在留資格は、入学時及び変更・更新時には必ず、大学へ報告を行ってください。
　 なお、在留資格に関しては、各自が責任をもって変更あるいは更新を行ってください。
　 あわせて、留学生がアルバイトを行いたい場合は、入国管理局で資格外活動許可を受けてか
ら、認められた範囲内で行ってください。
　不明なことがあれば、国際交流支援チームまで問い合わせてください。

大学生活について
　■掲示板
　 大学からの案内、奨学金や授業料減免の案内については、掲示板等で行います。留学生向け
の情報は主に７号館２階に掲示していますが、他の掲示板も確認するようにしてください。

　■定期健康診断
　毎年４月に、健康診断を行っています。自分の体調管理のために、毎年必ず受けてください。

　■期限を守る（厳守）
　 奨学金や授業料の減免など、色々と申し込むことがありますが、申し込みには「締め切り」
の日がありますので、締め切り前までに早めに申し込むようにしてください。一日でも締め
切りを過ぎた場合は、受付ができません。

　■授業料減免
　留学生の新入生は、後期の授業料から減免申請ができます。
　 後期授業料の減免を希望される場合には当年度９月中、前期授業料の減免を希望される場合
には前年度３月中に申請が必要となります。詳しい申請期間については、２月及び８月頃、
ホームページ並びに学内掲示板でお知らせしますので確認ください。
　 申請期間終了後、審査を行い１～２ヶ月程度で減免等の決定がされ、減免等の決定通知書を
郵送いたします。
　 また、授業料減免の申請をされた場合には、前期であれば４月27日（後期は10月27日）の口
座自動引落しはせず、決定後、前期であれば５月27日（後期は11月27日）に口座自動引落し
をします。ただし、金融機関が休業日の場合は、翌営業日に口座自動引落しをします。

　■成績評価について
　 奨学金・授業料の減免審査などで、皆さんの学業成績を計算するときは、修得できなかった
単位（Ｄ・Ｅ評価）も含めます。一度履修登録をすると、変更することはできませんから、
履修登録は慎重に行ってください。

　■駐車場
　 駐車場は、自動車登録票のある車両のみ駐車できます。自動車登録を希望する学生は、学生
支援チーム窓口で申請し、自動車登録票の交付を受けてください。駐車してはいけないとこ
ろや、道路に駐車（路上駐車）することは、通行の妨げになり、近隣住民の迷惑になるので、
絶対にしないでください。
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指定された留学生就職促進プ
ログラムに参加する者ほか ３ 48,000円 １年間

または半年
４月
または
９月

ロータリー
米山記念奨学金

・学部３，４年
・博士前期課程１，２年
・博士後期課程２，３年

５
・学部
　100,000円
・大学院
　140,000円

1年間
最長２年間

前年
９月

高崎経済大学後援会
留学生奨学金

留学生住宅に入居していない
留学生（学部１年生優先） 20 10,000円 １年間 ５月

JEES日本語修学
支援奨学金

日本語能力試験で優秀な成績
を修めた者 １ 50,000円 半年間 ５月

留学生の皆さんヘ
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履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

ボランティア活動

海 外 研 修

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト

留 学 生

　■住所・電話番号が変わったときは
　 住所が変わったり、携帯電話番号が変わったりしたときは、必ず大学に届出をしてください。
届出がないと、大学からの成績通知等が届かなくなります。また、住所が変わったときには、
市役所の外国人住民担当部署にも届出をしてください。

　■留学生を対象とする奨学金（令和４年度）
　 ※各奨学金の募集期間・採用基準は変更することがあります。詳しくは各機関のホームペー
ジ等で確認してください。

在留資格関係
　■在留資格の大学への報告、変更・更新、アルバイトを行いたい場合の資格外活動許可
　 在留資格は、入学時及び変更・更新時には必ず、大学へ報告を行ってください。
　 なお、在留資格に関しては、各自が責任をもって変更あるいは更新を行ってください。
　 あわせて、留学生がアルバイトを行いたい場合は、入国管理局で資格外活動許可を受けてか
ら、認められた範囲内で行ってください。
　不明なことがあれば、国際交流支援チームまで問い合わせてください。

大学生活について
　■掲示板
　 大学からの案内、奨学金や授業料減免の案内については、掲示板等で行います。留学生向け
の情報は主に７号館２階に掲示していますが、他の掲示板も確認するようにしてください。

　■定期健康診断
　毎年４月に、健康診断を行っています。自分の体調管理のために、毎年必ず受けてください。

　■期限を守る（厳守）
　 奨学金や授業料の減免など、色々と申し込むことがありますが、申し込みには「締め切り」
の日がありますので、締め切り前までに早めに申し込むようにしてください。一日でも締め
切りを過ぎた場合は、受付ができません。

　■授業料減免
　留学生の新入生は、後期の授業料から減免申請ができます。
　 後期授業料の減免を希望される場合には当年度９月中、前期授業料の減免を希望される場合
には前年度３月中に申請が必要となります。詳しい申請期間については、２月及び８月頃、
ホームページ並びに学内掲示板でお知らせしますので確認ください。
　 申請期間終了後、審査を行い１～２ヶ月程度で減免等の決定がされ、減免等の決定通知書を
郵送いたします。
　 また、授業料減免の申請をされた場合には、前期であれば４月27日（後期は10月27日）の口
座自動引落しはせず、決定後、前期であれば５月27日（後期は11月27日）に口座自動引落し
をします。ただし、金融機関が休業日の場合は、翌営業日に口座自動引落しをします。

　■成績評価について
　 奨学金・授業料の減免審査などで、皆さんの学業成績を計算するときは、修得できなかった
単位（Ｄ・Ｅ評価）も含めます。一度履修登録をすると、変更することはできませんから、
履修登録は慎重に行ってください。

　■駐車場
　 駐車場は、自動車登録票のある車両のみ駐車できます。自動車登録を希望する学生は、学生
支援チーム窓口で申請し、自動車登録票の交付を受けてください。駐車してはいけないとこ
ろや、道路に駐車（路上駐車）することは、通行の妨げになり、近隣住民の迷惑になるので、
絶対にしないでください。
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　毎年４月に、健康診断を行っています。自分の体調管理のために、毎年必ず受けてください。

　■期限を守る（厳守）
　 奨学金や授業料の減免など、色々と申し込むことがありますが、申し込みには「締め切り」
の日がありますので、締め切り前までに早めに申し込むようにしてください。一日でも締め
切りを過ぎた場合は、受付ができません。
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をします。ただし、金融機関が休業日の場合は、翌営業日に口座自動引落しをします。
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単位（Ｄ・Ｅ評価）も含めます。一度履修登録をすると、変更することはできませんから、
履修登録は慎重に行ってください。
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学 生 団 体

学 歌

学
生
生
活

学
生
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ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
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ッ
プ

履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

ボランティア活動

海 外 研 修

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト

留 学 生

（令和５年度）

学習奨励費

3

15

R5年度
採用者数

４月
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●Support　学生サポート キャンパス全体図

沿 革・目的・方針等

学 歌

窓 口 案 内 一 覧

履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

ボランティア活動

海 外 研 修

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト
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３号館・４号館

６号館

７号館

研究棟

図書館

事務棟・三扇会館

文化サークル棟

体育会クラブハウス・体育館

学 生 団 体

高 経 大・ 基 礎 知 識

学
生
サ
ポ
ー
ト

学
生
生
活

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ
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　留学生の皆さんへ

留 学 生



ガイダンス・セミナー
　■ 大学１・２年生のためのキャリアデザイン講座（対象：１・２年生）
　 ミニレクチャーや、大学生の先輩たちによる事例紹介を交え、就職活動を視野に入れつつ「仕
事」や「自分の生き方」について、考え、深めていくセミナーです。

　■就職ガイダンス（対象：３年生）
　 就職に対する意識の向上や就職活動の方法等に
ついて、段階的に適切な講演を実施し、来るべ
き就職活動に備えます。

　■大学１・２年生のための就活講座
　 低学年のうちから将来を見据え、充実した学生
生活が送れるよう知識を身につけます。

　■公務員志望者向けセミナー／公務員試験合格者報告会（対象：３年生以下）
　 公務員試験に詳しい講師による講演や、４年生
の公務員試験合格者による体験発表を行い、合
格のためのテクニックや勉強方法を学びます。

　■各種資格取得ガイダンス
　 様々な資格の紹介と、資格取得後どのような場
面で活躍できるかについて説明します。

　■各種資格取得ガイダンス
　 様々な資格の紹介と、資格取得後どのような場面で活躍できるかについて説明します。

　■優良企業の探し方講座（対象：３年生以下）
　講座では、優良企業を見つけるツールや世界や日本のトップシェア企業を紹介します。
　 また、地方の優良企業の見つけ方や参加者特典として各県のランキング上位企業も公開しま
す。

　■その他セミナー
　 留学生向け、Uターン志望者向けなど、対象を絞ったセミナーを開催し、就職活動を支援し
ます。

●キャリア支援センター（事務棟１Ｆ）
　 就職情報の提供や、進路相談の実施、キャリアや就職に関するガイダンス及び講座を開催し
ています。またアルバイト（P53参照）の紹介掲示もしています。

　■キャリア形成年次ピラミッド（キャリア支援指針）
　 本学では、学生が社会に向けて確かな一歩を踏み出せるよう「高崎経済大学キャリア形成年
次ピラミッド（キャリア支援指針）」を策定しています。

　 みなさんの中には、卒業後の「なりたい自分」について、まだイメージできていない人も多
いのではないでしょうか。低学年のうちからたくさんのことを見て、聞いて、経験すること
で「なりたい自分」を見つけ、そこに近づく方法を考えてみましょう。キャリア支援センター
では、入学時からの支援の積み上げで、希望する未来にぐっと近づけるよう、各学年に応じ
た様々な事業を展開しています。

ガイダンスの様子

報告会の様子

学生の就職や進学に関する相談体制を整え、
個々の自己実現に向けたキャリア支援をする。

踏み出せ！将来に向けての確かな一歩踏み出せ！将来に向けての確かな一歩

社会人

４年

社会での活躍

自己実現の支援

主体的行動力を養うスキルアップや就職活動に関する
情報提供など、学生に対するキャリア支援体制を充実させる。

３年

就職力向上の支援

業界・企業研究の機会を提供するなど、
学生の進路選択への意識向上を支援する。

２年

職業選択への意識向上の支援

学生の職業意識の啓発や社会に向けた視野拡大の機会を提供し、
低学年次より体系的なキャリア形成の支援充実を図る。

１年

職業意識の啓発（働くことの意味を知る）／視野拡大の機会を提供（社会を知る）

入学時からの支援の積み上げで、希望する未来にぐっと近づく

学生一人ひとりのキャリア支援のため、

全国で活躍する同窓生による就職相談会の開催など、同窓会との連携を強化する。

キャリア支援チーム

● Support　学生サポート
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体育会クラブハウス・体育館

高 経 大・基 礎 知 識
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沿 革　目的・方針等
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履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

ボランティア活動

海 外 研 修

留 学 生

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト

キ ャ リ ア 支 援

ガイダンス・セミナー
　■ 大学１・２年生のためのキャリアデザイン講座（対象：１・２年生）
　 ミニレクチャーや、大学生の先輩たちによる事例紹介を交え、就職活動を視野に入れつつ「仕
事」や「自分の生き方」について、考え、深めていくセミナーです。

　■就職ガイダンス（対象：３年生）
　 就職に対する意識の向上や就職活動の方法等に
ついて、段階的に適切な講演を実施し、来るべ
き就職活動に備えます。

　■大学１・２年生のための就活講座
　 低学年のうちから将来を見据え、充実した学生
生活が送れるよう知識を身につけます。

　■公務員志望者向けセミナー／公務員試験合格者報告会（対象：３年生以下）
　 公務員試験に詳しい講師による講演や、４年生
の公務員試験合格者による体験発表を行い、合
格のためのテクニックや勉強方法を学びます。

　■各種資格取得ガイダンス
　 様々な資格の紹介と、資格取得後どのような場
面で活躍できるかについて説明します。

　■各種資格取得ガイダンス
　 様々な資格の紹介と、資格取得後どのような場面で活躍できるかについて説明します。

　■優良企業の探し方講座（対象：３年生以下）
　講座では、優良企業を見つけるツールや世界や日本のトップシェア企業を紹介します。
　 また、地方の優良企業の見つけ方や参加者特典として各県のランキング上位企業も公開しま
す。

　■その他セミナー
　 留学生向け、Uターン志望者向けなど、対象を絞ったセミナーを開催し、就職活動を支援し
ます。

●キャリア支援センター（事務棟１Ｆ）
　 就職情報の提供や、進路相談の実施、キャリアや就職に関するガイダンス及び講座を開催し
ています。またアルバイト（P53参照）の紹介掲示もしています。

　■キャリア形成年次ピラミッド（キャリア支援指針）
　 本学では、学生が社会に向けて確かな一歩を踏み出せるよう「高崎経済大学キャリア形成年
次ピラミッド（キャリア支援指針）」を策定しています。

　 みなさんの中には、卒業後の「なりたい自分」について、まだイメージできていない人も多
いのではないでしょうか。低学年のうちからたくさんのことを見て、聞いて、経験すること
で「なりたい自分」を見つけ、そこに近づく方法を考えてみましょう。キャリア支援センター
では、入学時からの支援の積み上げで、希望する未来にぐっと近づけるよう、各学年に応じ
た様々な事業を展開しています。

ガイダンスの様子

報告会の様子

学生の就職や進学に関する相談体制を整え、
個々の自己実現に向けたキャリア支援をする。

踏み出せ！将来に向けての確かな一歩踏み出せ！将来に向けての確かな一歩

社会人

４年

社会での活躍

自己実現の支援

主体的行動力を養うスキルアップや就職活動に関する
情報提供など、学生に対するキャリア支援体制を充実させる。

３年

就職力向上の支援

業界・企業研究の機会を提供するなど、
学生の進路選択への意識向上を支援する。

２年

職業選択への意識向上の支援

学生の職業意識の啓発や社会に向けた視野拡大の機会を提供し、
低学年次より体系的なキャリア形成の支援充実を図る。

１年

職業意識の啓発（働くことの意味を知る）／視野拡大の機会を提供（社会を知る）

入学時からの支援の積み上げで、希望する未来にぐっと近づく

学生一人ひとりのキャリア支援のため、

全国で活躍する同窓生による就職相談会の開催など、同窓会との連携を強化する。

キャリア支援チーム

● Support　学生サポート
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研究棟
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事務棟・三扇会館

文化サークル棟

体育会クラブハウス・体育館

高 経 大・基 礎 知 識

キャンパス全体図

沿 革　目的・方針等

窓 口 案 内 一 覧
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学 歌

学
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履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

ボランティア活動

海 外 研 修

留 学 生

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト

キ ャ リ ア 支 援
社会での活躍／ウェルビーイングの実現

ガイダンス・セミナー
　■ 大学１・２年生のためのキャリアデザイン講座（対象：１・２年生）
　 ミニレクチャーや、大学生の先輩たちによる事例紹介を交え、就職活動を視野に入れつつ「仕
事」や「自分の生き方」について、考え、深めていくセミナーです。

　■就職ガイダンス（対象：３年生）
　 就職に対する意識の向上や就職活動の方法等に
ついて、段階的に適切な講演を実施し、来るべ
き就職活動に備えます。

　■大学１・２年生のための就活講座
　 低学年のうちから将来を見据え、充実した学生
生活が送れるよう知識を身につけます。

　■公務員志望者向けセミナー／公務員試験合格者報告会（対象：３年生以下）
　 公務員試験に詳しい講師による講演や、４年生
の公務員試験合格者による体験発表を行い、合
格のためのテクニックや勉強方法を学びます。

　■各種資格取得ガイダンス
　 様々な資格の紹介と、資格取得後どのような場
面で活躍できるかについて説明します。

　■各種資格取得ガイダンス
　 様々な資格の紹介と、資格取得後どのような場面で活躍できるかについて説明します。

　■優良企業の探し方講座（対象：３年生以下）
　講座では、優良企業を見つけるツールや世界や日本のトップシェア企業を紹介します。
　 また、地方の優良企業の見つけ方や参加者特典として各県のランキング上位企業も公開しま
す。

　■その他セミナー
　 留学生向け、Uターン志望者向けなど、対象を絞ったセミナーを開催し、就職活動を支援し
ます。

●キャリア支援センター（事務棟１Ｆ）
　 就職情報の提供や、進路相談の実施、キャリアや就職に関するガイダンス及び講座を開催し
ています。またアルバイト（P53参照）の紹介掲示もしています。

　■キャリア形成年次ピラミッド（キャリア支援指針）
　 本学では、学生が社会に向けて確かな一歩を踏み出せるよう「高崎経済大学キャリア形成年
次ピラミッド（キャリア支援指針）」を策定しています。

　 みなさんの中には、卒業後の「なりたい自分」について、まだイメージできていない人も多
いのではないでしょうか。低学年のうちからたくさんのことを見て、聞いて、経験すること
で「なりたい自分」を見つけ、そこに近づく方法を考えてみましょう。キャリア支援センター
では、入学時からの支援の積み上げで、希望する未来にぐっと近づけるよう、各学年に応じ
た様々な事業を展開しています。

ガイダンスの様子

報告会の様子

学生の就職や進学に関する相談体制を整え、
個々の自己実現に向けたキャリア支援をする。

踏み出せ！将来に向けての確かな一歩踏み出せ！将来に向けての確かな一歩

社会人

４年

社会での活躍

自己実現の支援

主体的行動力を養うスキルアップや就職活動に関する
情報提供など、学生に対するキャリア支援体制を充実させる。

３年

就職力向上の支援

業界・企業研究の機会を提供するなど、
学生の進路選択への意識向上を支援する。

２年

職業選択への意識向上の支援

学生の職業意識の啓発や社会に向けた視野拡大の機会を提供し、
低学年次より体系的なキャリア形成の支援充実を図る。

１年

職業意識の啓発（働くことの意味を知る）／視野拡大の機会を提供（社会を知る）

入学時からの支援の積み上げで、希望する未来にぐっと近づく

学生一人ひとりのキャリア支援のため、

全国で活躍する同窓生による就職相談会の開催など、同窓会との連携を強化する。

キャリア支援チーム

● Support　学生サポート
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学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

ボランティア活動

海 外 研 修

留 学 生

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト

キ ャ リ ア 支 援

■各種資格取得ガイダンス（対象：全学年）

様々な資格の紹介と、資格取得後どのような場
面で活躍できるかについて説明します。

■金融リテラシー講座（対象：全学年）

社会に出る前に知っておきたい、お金についての基礎知識（お金の知恵・金融リテラシー）
を説明します。

（P45参照）

23

●Support　学生サポート キャンパス全体図

沿 革・目的・方針等

学 歌

窓 口 案 内 一 覧

履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

ボランティア活動

海 外 研 修

留 学 生

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト

１号館・２号館

３号館・４号館

６号館

７号館

研究棟

図書館

事務棟・三扇会館

文化サークル棟

体育会クラブハウス・体育館

学 生 団 体

高 経 大・ 基 礎 知 識

学
生
サ
ポ
ー
ト

学
生
生
活

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ

24

　キャリア支援チーム

キ ャ リ ア 支 援



説明会
　■業界研究＆インターンシップ合同企業説明会
　多様な業種や企業、働き方を知るための就職支援セミナーです。
　実際に企業の方から説明を受けたり、インターンシップの紹介を受けることができます。

　■合同企業説明会
　 学内に多数の企業を招き、事業及び仕事内容、採用方針、採用活動スケジュール等を説明し
ていただきます。

　※開催日程は、大学のHP、キャリア支援チームの掲示板で確認してください。

対策講座
　■公務員志望者向け講座
　 地方上級、国家一般職、市役所上級レベル合格を目標とし、学内で専門学校との提携による
講座を実施しています。
　○公務員試験対策講座（対象：３年生）
　　 公務員試験の最終合格に必要な筆記試験や人物試験対策を取り入れたカリキュラムを設定
しています。

　　開講期間：５月～翌年３月／Web配信による講義
　　受 講 科：77,000円（教養コース）、150,000円（教義＋専門コース）
　　　　　　　（両コース共に税込・公開模擬試験２回分込）

　■簿記３級受験対策講座（対象：全学年）
　日商簿記３級合格を目標とし、学内で専門学校との連携による講座を実施しています。
　　　開講期間：４～６月、10 ～１月（17：40 ～ 20：40、全15回）
　　　　　　　　※補講、個別面接、解答解説会などを別途実施予定
　　　受 講 料：18,000円（消費税込み）
　　　　　　　　※教材費含む

　■エントリーシート対策講座（対象：３年生）
　 工ントリーシートは就職活動において初めの関門となります。実践的な対策として、プロの
講師がエントリーシートを添削し、その結果を就職活動に役立てます。

　■SPI対策講座・模擬試験（対象：３年生）
　 SPIは学生の基礎学力や職種の向き不向きを手軽にチェックできるツールとして、多くの企業
が就職試験で導入しています。SPIの傾向を知り、対策方法を学びます。

　■模擬面接・グループディスカッション対策講座（対象：３年生）
　多様な形で行われる面接方法に対して、知識や考え方・経験を身につけます。

　■就職活動講座（対象：３年生）
　就活マナー、自己PR作成、エントリーシート作成、面接についての実践対策を行います。

　■TOEICスコアアップ講座（対象：全学年）
　担当：教務チーム

　 ※上記の内容・受講料ともに令和４年度の実績です。変更になる場合がありますので、キャ
リア支援センターからのメールやキャリア支援チームの掲示板で確認してください。

説明会の様子

その他
　■OB・OGとの交流会
　OB・OGとのつながりを強め、就職活動に役立つ情報を伝えてもらいます。
　・群馬県外の企業で働くOB・OGが、地元において就職相談会を開催します。
　・ 全国からOB・OGを大学に招き、就職活動に有益なアドバイスをいただくイベントを開催
します。

　・企業の経営者、人事担当者を面接官として招き、「模擬面接会」を開催します。

　■就職相談（通年）
　就職活動に対する不安・悩みなど、相談員が相談にのります。
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開講期間：５月～翌年３月／ Web 配信による講義（一部重要科目は対面講義あり）

■SPI適性検査活用講座・SPI能力検査活用講座（対象：３年生）

■面接対策・グループディスカッション実践講座（対象：３年生）

多様な形で行われる面接方法に対して、実践を交え知識や考え方・経験を身につけます。

■就職活動実践講座（対象：３年生）

■国内研修プログラム　～先輩に会いに行こう～

　令和５年度より、１・２年生を対象に、長期休業中にOB・OG２名を訪問する際、往復の
　交通費や宿泊費を助成する制度がスタートしました。
　この制度を利用して、日本各地のOB・OGを訪問し、自身のキャリア形成に役立てましょ
　う。

■就職相談（通年）

　就職活動に対する不安・悩みなど、相談員が相談にのります。

５
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●総務グループ（事務棟２Ｆ）
　 総務グループは、庶務チーム、企画チーム、財務チーム、経理チームに分かれ、庶務チーム
は教職員の人事に関する事務等を、企画チームは大学法人の運営や総合調整に関する事務を、
財務チームは予算、施設の管理に関する事務等を、経理チームは授業料の徴収や大学の経理
に関する事務等を担当しています。

授業料の納入について
　■授業料の額

キャリア形成チェックシート
　 卒業後、社会に向けて確かな一歩を踏み出すためには、どのような準備をしておく必要があ
るのでしょうか。このシートはみなさんがキャリア形成に関して在学中に身に付けておくべ
き項目のうち、代表的なものを示しています。キャリア支援センターで開催しているイベン
卜に参加して、チェックしましょう。また、これらに加え、自分の目標に対し今、何をすべ
きかを考え、キャリアを形成していくことが必要です。なお、卒業後の進路が決定しました
ら速やかに「進路決定届」をキャリア支援センターに提出してください。

チェック 　　　　項　　目

「なぜ働くのか?」じっくり考える▲

「大学１・２年生のためのキャリアデザイン講座」に参加

社会にはどのような仕事があるのか調べる▲

「資格取得ガイダンス」「公務員志望者向けセミナー」
　「業界研究＆インターンシップ合同企業説明会」に参加

どんな仕事に就くか、職業選択について考える▲

「業界研究＆インターンシップ合同企業説明会」
　「OB・OGによる就職相談会」に参加

社会人基礎力を身につける▲

「大学１・２年生のための就活講座」に参加

就職力向上・自己分析を行い、自分について知る▲

「就職ガイダンス」「就職活動実践講座」に参加

就職力向上・エントリーシート対策▲

「ES対策講座」「就職活動実践講座」に参加

就職力向上・筆記試験、WEBテス卜対策▲

「SPI試験対策講座」「公務員試験対策講座」に参加

就職力向上・グループディスカッション対策▲

「グループディスカッション実践講座」「就職活動実践講座」に参加

就職力向上・面接対策▲

「OB・OGによる模擬面接会」「就職活動実践講座」に参加

目指す進路ヘアプローチする▲

「合同企業説明会」「個別企業説明会」に参加

進路決定▲

「進路決定届」を提出　進路決定後、速やかに提出する必要があります。

入 学
目指せ！コンプリート !!

卒 業

１
・
２
年

３
・
４
年

授業料 金　額 納入期限

前期分 260,400円 ４月30日

後期分 260,400円 10月31日

年　額 520,800円

※ 在学中に授業料の改定が行わ
れた場合、改定時から新授業
料が適用されます。

※ 金融機関が休業日の場合は、
翌営業日となります。

　■授業料の納入方法
　 授業料は、年額を前期分と後期分の２期に分けて、２分の１ずつ納入いただきます。納入
方法は、入学手続時に提出いただいた預金口座振替申込書で指定された預金口座からの自
動引落し（振込手数料は本学が負担いたします）を原則としています。
　 なお、新入生の前期分授業料は、事務処理の都合上、口座自動引落しによる納入ができま
せん。４月中旬に本学所定の振込依頼書を学資負担者（大学院生及び留学生は本人）宛に
郵送しますので、納入期限までに金融機関（ゆうちょ銀行及び郵便局を除く）窓口で納入
してください。振込手数料は納入者負担となります。ただし、高崎信用金庫本店又は支店
の窓口で納入いただく場合は、振込手数料は掛かりません（注意：ATM等は使用しないで
ください）。

　■授業料の口座引落日
　 引落日は、次のとおりとなりますので、引落日の前営業日までに預金口座へ入金し、残高
不足にならないように注意してください。

学資負担者を変更する場合について
　■学資負担者変更届
　学資を主に負担している者に変更がある場合、届け出てください。

授業料等の納期は厳守してください！
納期内に納入しないと「高崎経済大学学則第40条第４号」又は「高崎経済大学大学院学
則第32条第４号」により除籍処分となることがあります。

授業料 引落日

前期分 ４月27日

後期分 10月27日

キャリア支援チーム
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「OB・OGによる模擬面接会」「面接対策実践講座」に参加

「国内研修プログラム」「OB・OGによる就職相談会」に参加

「就職ガイダンス」「就職活動実践講座」「SPI 適性検査活用講座」に参加

就職力向上・自己分析を行い、自分について知る

「SPI 能力検査活用講座」「公務員試験対策講座」に参加

どんな仕事に就くか、職業選択について考える
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●コンピュータを使う　情報基盤センター（３号館１Ｆ）
　 本学内にはコンピュータ教室を含め教育研究用として、500台を越えるパソコンが配備され
ています。これらのパソコンは高崎経済大学コンピュータ・ネットワークシステム（「高経ネッ
ト」）を介して、インターネットに接続しています。

　 情報基盤センターでは、学生の皆さんが学習や研究を進めていくために利用するコンピュー
タ教室および「高経ネット」の整備、維持管理、また各種ネットワークサービスの提供と利
用支援、パソコン利用方法に関する各種講習会開催など、幅広いサービスを行っています。
　 本学に入学した皆さんは、授業や研究、自主学習のために、各コンピュータ教室のパソコン
や高経ネットを利用することができます。情報基盤センターが発行する高経ネット利用許可
証を取得し、個人のユーザID・パスワードでパソコンにログインをして利用してください。
高経ネットの利用方法に関する詳細は、別途配布している「コンピュータ・ネットワークシ
ステム（高経ネット）利用手引き」も参照してください。

　【情報基盤センターのサービス】
　 情報基盤センターでは、パソコンや各種ネットワークシステム（ポータルシステム、
e-Learning教材、無線LAN等）の利用に関して、次のようなサービスを提供しています。
　・ユーザID・パスワードの発行及び再発行　　・説明会、研修会、講習会の開催
　・高経ネット、コンピュータ教室の運用管理
　・システム利用に関する質問や相談、トラブルの対応

コンピュータ教室の利用
　 本学には、「３号館」「６号館」の各教室棟にコンピュータ教室が10教室あります。
　また、「図書館２階」にはパソコンコーナーがあります。

　■授業専用利用
　 ３号館（321 ～ 323・325・331教室）・６号館（641・642・643・644教室）のコンピュー
タ教室については授業専用となっています。

　■自由利用
３号館324教室自由利用時間 月曜日～金曜日９：00 ～ 17：00まで

　 ３号館324教室は、自由に学生の皆さんがパソコンを活用した研究や自主学習ができるよう
に、上記の時間帯に開放しています。プリンターは２台、スキャナーは１台設置され、各パ
ソコンから送信して持参用紙に印刷できます。

　■図書館２階自由利用パソコンコーナー
　 図書館２階には、開館時間中は自由に利用できるパソコンが48台設置されています。パソコ
ンが設置されている仕切板付OA机は、館内書籍を閲覧しながらパソコンを利用できる広さ
で、学習しやすい環境となっています。プリンターは４台設置され、印刷専用パソコンから
送信して持参用紙に印刷できます。

　■コンピュータ教室の忘れ物について
　 忘れ物のうち、USBメモリは３号館１階情報基盤センター事務室で管理しています。「学生証」
を持参の上、窓口で問い合わせください。保管期間は１年です。
　USBメモリ以外は事務棟１階学生支援チームで管理しています。

●入試広報グループ
　入試広報グループには入試チームと広報チームがあります。

入試チーム
　 一般選抜、特別選抜（推薦・帰国生徒・２・３年次編転入・社会人・私費外国人留学生）、
大学院関係入試事務及び聴講生、科目等履修生、研究生の受付事務を行います。

広報チーム
　 大学広報（ホームページ・大学案内・たかけい学報など）や入試広報（オープンキャンパス
など）に関する事務などを行います。

　■大学案内
　 大学案内は、オープンキャンパスなどで配布され、本学について、わかりやすく紹介されて
います。入学後は触れる機会は少ないかもしれませんが、毎年、多くの学生の協力のもと、
発行に至っています。

　■たかけい学報
　 たかけい学報は、高経大生のキャンパスライフをサポー卜する情報誌で、年２回（６月、２月）
発行しています。
　現在は108号まで発行されており、ホームページ上でも閲覧が可能です。
　大学生活充実のためにも、是非ご一読ください。

詳細はこちら

入試広報グループ
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大 学 広 報 等

たかけい学報は、高経大生のキャンパスライフをサポー卜する情報誌で、年２回（８月、２月）
発行しています。
現在は 110 号まで発行されており、ホームページ上でも閲覧が可能です。
大学生活充実のためにも、是非ご一読ください。

大学広報（ホームページ・大学案内・たかけい学報など）や学生募集（オープンキャンパス
など）に関する事務などを行います。

学部・研究科における入学者選抜の実施及び大学入学共通テストの実施に関する事務などを
行います。

本学内にはコンピュータ教室を含め教育研究用として、500 台を越えるパソコンが配備され
ています。これらのパソコンは高崎経済大学コンピュータ・ネットワークシステム（「高経ネッ
ト」）を介して、インターネットに接続しています。
情報基盤センターでは、学生の皆さんが学習や研究を進めていくために利用するコンピュー
タ教室及び「高経ネット」の整備、維持管理、また各種ネットワークサービスの提供と利
用支援、パソコン利用方法に関する各種講習会開催など、幅広いサービスを行っています。
本学に入学した皆さんは、授業や研究、自主学習のために、各コンピュータ教室のパソコン
や高経ネットを利用することができます。情報基盤センターが発行する高経ネット利用許可
証を取得し、個人のユーザ ID・パスワードでパソコンにログインをして利用してください。
高経ネットの利用方法に関する詳細は、別途配布している「コンピュータ・ネットワークシ
ステム（高経ネット）利用手引き」も参照してください。
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入試広報グループ 情報システムチーム

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト



Officeソフトおよびウイルス対策ソフトの利用
　 本学に在籍する間、最新版のOfficeソフト（Word、Excel、PowerPoint等）およびウイルス
対策ソフトを無償で利用することができます。利用希望の方は、情報基盤センターホームペー
ジの「Officeソフトの利用」および「ウイルス対策ソフト」のページをご覧ください。

Microsoft OneDriveの利用
　 学生の皆さんは、マイクロソフトが提供するオンラインストレージ「Microsoft OneOrive」
を利用することができます。インターネットが接続できる環境であればどこからでもファイ
ルの保存やダウンロード、共有等を行うことができますので、是非ご利用ください。利用方
法は、情報基盤センターホームページの「Microsoft OneDrive」のページをご覧ください。

e-Learning教材の利用
　 学生の皆さんは、英語学習のためのe-Learning教材が利用できます。利用のためのユーザ
ID・パスワードは利用許可証に記載されています。
　利用方法は、「高崎経済大学ホームペ一ジ」から「e-Learning教材」のページをご覧ください。

SSL-VPNの利用
　 SSL-VPNとは、SSLというインターネット上の通信を暗号化する技術を利用したリモー卜接続
サービスです。学生の皆さんは、このサービスを利用することで学外（自宅）からでも安全
に大学システムを利用することができます。
　接続方法は、情報基盤センターホームページの「SSL-VPN接続」ページを参考にしてください。

無線LANの利用
　 学生の皆さんは、個人所有パソコンやタブレッ卜、スマートフォンを学内に持参し、無線
LANに接続してインターネットを利用することができます。
　 接続方法は、情報基盤センターホームページの「ネットワーク利用ガイド（学内専用）」ペー
ジの「無線LANの利用」を参考にパソコンの設定を行って利用してください。

　　■無線LAN利用可能エリア

高経ネットの利用
　■高経ネット利用許可証の取得
　 学生の皆さんがパソコンや高経ネットを利用するためには、情報基盤センターが開催する高

経ネット利用許可講習会を受講し、利用許可証を取得することが必要です。この利用許可講
習会では、高経ネットの利用方法や利用時のマナーを学習します。
　 利用許可証には、コンピュータ・ネットワークシステム利用のためのユーザIDおよびパスワー
ドが記載されています。学内パソコンを利用する際には必ずユーザIDおよびパスワードを
使ってログオンを行いますので、各自きちんと管理してください。

　■高経ネット利用許可証の紛失時の対応
　 利用許可証を紛失した場合は、本証の再発行申請が必要です。３号館１Ｆ情報基盤センター
事務室で所定の手続きを行ってください。ただし、再発行は年２回までです。２回目は、利
用許可講習会を再度受講しなければなリません。再発行されるまでの間はコンピュータ教室
におけるパソコンの利用ができなくなりますので、紛失しないよう十分注意してください。

高経大生ポータルサイトの利用
　 ポータルサイトは、履修登録や授業連絡など学生の皆さんの日々の学生生活や学習を支援す
る仕組みを提供する“入り口”となっています。ポータルサイトにログインすることで、スケ
ジュール管理、授業や事務等の連絡通知、履修登録や成績確認などの教務システムのサービ
スを利用することができます。利用するためのユーザID・パスワードは、利用許可証に記載
されているコンピュータ・ネットワークシステム利用のユーザID・パスワードを使用してく
ださい。

大学メールの利用
　■大学メールアドレス
　 高経ネット利用許可証を取得した学生の皆さんは、利
用許可証に記載されている大学メールアドレスを利用
できます。大学メール利用の際には、利用許可証に記
載されているコンピュータ・ネットワークシステム利
用のユーザID・パスワードを使用してください。

　■メールの利用方法
  　 大学メールを利用する場合は、Webブラウザを起動して利用できるWebメールソフト
「Office365」を使います。
　 ブラウザを起動して、「高崎経済大学ホームページ」から下側の「その他コンテンツ」にあ
る「大学メール【Office365】」のリンクをクリックしてください。「Office365」のトップペー
ジが表示されるので、個人ごとのIDおよびパスワードを入力して利用してください。
　 大学メールアドレスに届いたメールは、学外からも「Office365」を利用して確認することが
できます。また、大学からの連絡通知がこのメールアドレスに届きますので、定期的に確認
をしてください。各自のスマートフォンでもメールを確認できるように設定しておくと確認
漏れがなく便利です。

（例）大学メールアドレス

ks99999tt@ tcue.ac.jp
　　　↓　　　　 　　 ↓
個人のユーザID　　 全員共通

棟  名 フロア 棟  名 フロア

図書館 全フロア １号館 全教室、６Ｆラウンジ

２号館 全教室 ３号館 全教室

４号館 全教室、院生室、研究室 ６号館 １Ｆラウンジ、全教室

７号館 １Ｆ食堂、２Ｆ～４Ｆラウン
ジ、全教室

文化
サークル棟

１Ｆホール、１Ｆ会議室、
１Ｆ中庭、２Ｆ屋上（陸屋根）

事務棟 １Ｆキャリア支援センター 研究棟 全フロア

三扇会館 ２Ｆ～３Ｆ全フロア

情報システムチーム

● Support　学生サポート

3433

１号館・２号館

３号館・４号館

５号館・６号館

７号館

研究棟

図書館

事務棟・三扇会館

文化サークル棟

体育会クラブハウス・体育館

高 経 大・基 礎 知 識

キャンパス全体図

沿 革　目的・方針等

窓 口 案 内 一 覧

学 生 団 体

学 歌

学
生
生
活

学
生
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ

履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

ボランティア活動

海 外 研 修

留 学 生

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト

高経ネット・ポータルサイト

　Officeソフト及びウイルス対策ソフトの利用

本学に在籍する間、最新版の Office ソフト（Word、Excel、PowerPoint 等）及びウイルス
対策ソフトを無償で利用することができます。利用希望の方は、情報基盤センターホームペー
ジの「Officeソフトの利用」及び「ウイルス対策ソフト」のページをご覧ください。
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高経ネット・ポータルサイト

学生の皆さんがパソコンや高経ネットを利用するためには、情報基盤センターが開催する高
経ネット利用許可講習会を受講し、利用許可証を取得することが必要です。この利用許可講
習会では、高経ネットの利用方法や利用時のマナーを学習します。
利用許可証には、コンピュータ・ネットワークシステム利用のためのユーザ ID及びパスワー
ドが記載されています。学内パソコンを利用する際には必ずユーザ ID及びパスワードを使っ
てログオンを行いますので、各自きちんと管理してください。

大学メールを利用する場合は、Web ブラウザを起動して利用できるWeb メールソフト
「Office365」を使います。
ブラウザを起動して、「高崎経済大学ホームページ」から下側の「その他コンテンツ」にあ
る「大学メール【Office365】」のリンクをクリックしてください。「Office365」のトップペー
ジが表示されるので、個人ごとの ID及びパスワードを入力して利用してください。
大学メールアドレスに届いたメールは、学外からも「Office365」を利用して確認することが
できます。また、大学からの連絡通知がこのメールアドレスに届きますので、定期的に確認
をしてください。各自のスマートフォンでもメールを確認できるように設定しておくと確認
漏れがなく便利です。



●学 会
　 本学では、専任教員、非常勤講師、学生等からなる学会が経済学部、地域政策学部にそれぞ
れ組織されており、学術研究ならびにその発表を通じて社会に貢献することを目的に活動し
ています。学生はそれぞれの学会で発行する機関誌等の配布を受けることができます。また、
それぞれの学会が開催する学術講演会・研究会等に参加することもできます。

学会費
　学部生　　　　　　　　　　 8,000円（４年間）
　大学院研究科生（博士前期）　4,000円（２年間）
　大学院研究科生（博士後期）　6,000円（３年間）
　※学会費は、入学時に諸会費として、一括で納めていただいています。

経済学会
　 本会は、学術研究並びにその発表を通じ社会に寄与することを目的とし、これを達成するた
めに次の事業を行っています。
　（１）機関誌「高崎経済大学論集」の刊行（年４回）
　（２） 新入生向け学習案内書「INTRO ～学びへのいざない～」

の刊行
　（３）学術講演会の開催
　（４） 「学生向け学習・研究支援プログラム」の助成
　（５） 各ゼミナールによる「卒業論文集」、「活動報告書」の印刷・

刊行補助
　（６）学生懸賞論文の募集
　（７）その他
　■連絡先
　高崎経済大学経済学会事務局（図書館１Ｆ）
　TEL 027-344-6244

地域政策学会
　 本会は、学術研究並びにその発表を通じ社会に寄与することを目的とし、これを達成するた
めに次の事業を行っています。
　（１）機関誌「地域政策研究」の刊行（年４回）
　（２）新入生向け学習案内書「APPROACH」の刊行
　（３）学術文化講演会の開催
　（４）各ゼミナールによる「卒業論文集」の印刷・刊行補助
　（５）学生懸賞論文の募集
　（６）その他
　■連絡先
　高崎経済大学地域政策学会事務局（図書館1F）
　TEL 027-344-6244

●利用案内
　■開館時間

月曜日～土曜日 午前９時～午後９時30分
日曜日・祝日・長期休業期間 午前９時～午後５時

　　※ １階エントランスホール（多目的スペース）・ラウンジは午前８時30分から利用できま
す（土日祝日は除く）。

　■休館日
　年末年始、書架整理日、蔵書点検日、大学祭実施期間、立ち入り制限日
　※今年度の休館日は高崎経済大学図書館ホームページのカレンダーでご確認ください。

　■貸出冊数及び貸出期間
区　分 貸出冊数 貸出日数
学部生 10冊まで 14日まで
大学院生 40冊まで 30日まで

●各種サービス
　■リクエス卜
　図書館に所蔵していない図書の購入を申し込むことができます。

　■ILL（相互貸借・文献複写）
　他の大学や公共の図書館から図書を借りたり、文献複写の取り寄せができます。
　・年度毎に学部生は6,000円、大学院生は10,000円分まで料金はかかりません。
　・大学院生に限り、文献複写コピーカードの貸出しを行っています。

　■予約
　貸出中の図書に予約をかけ、返却時に優先的に借りられます。

　■レファレンス
　研究・学習に必要な文献・資料・情報に関することについて、図書館職員がサポー卜します。

●イベン卜
　■図書館ガイダンス
　図書館の使い方や情報探索法が学べます。

　■図書館セミナー
　電子データベースの使い方などを中心に年３～４回開催予定です。

　■ブックハンティング
　図書館に所蔵するための図書を、学生が書店に出向き直接選書する企画です。

詳細については高崎経済大学図書館ホームページをご覧ください。

図書館
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●学 会
　 本学では、専任教員、非常勤講師、学生等からなる学会が経済学部、地域政策学部にそれぞ
れ組織されており、学術研究ならびにその発表を通じて社会に貢献することを目的に活動し
ています。学生はそれぞれの学会で発行する機関誌等の配布を受けることができます。また、
それぞれの学会が開催する学術講演会・研究会等に参加することもできます。

学会費
　学部生　　　　　　　　　　 8,000円（４年間）
　大学院研究科生（博士前期）　4,000円（２年間）
　大学院研究科生（博士後期）　6,000円（３年間）
　※学会費は、入学時に諸会費として、一括で納めていただいています。

経済学会
　 本会は、学術研究並びにその発表を通じ社会に寄与することを目的とし、これを達成するた
めに次の事業を行っています。
　（１）機関誌「高崎経済大学論集」の刊行（年４回）
　（２） 新入生向け学習案内書「INTRO ～学びへのいざない～」

の刊行
　（３）学術講演会の開催
　（４） 「学生向け学習・研究支援プログラム」の助成
　（５） 各ゼミナールによる「卒業論文集」、「活動報告書」の印刷・

刊行補助
　（６）学生懸賞論文の募集
　（７）その他
　■連絡先
　高崎経済大学経済学会事務局（図書館１Ｆ）
　TEL 027-344-6244

地域政策学会
　 本会は、学術研究並びにその発表を通じ社会に寄与することを目的とし、これを達成するた
めに次の事業を行っています。
　（１）機関誌「地域政策研究」の刊行（年４回）
　（２）新入生向け学習案内書「APPROACH」の刊行
　（３）学術文化講演会の開催
　（４）各ゼミナールによる「卒業論文集」の印刷・刊行補助
　（５）学生懸賞論文の募集
　（６）その他
　■連絡先
　高崎経済大学地域政策学会事務局（図書館1F）
　TEL 027-344-6244

●利用案内
　■開館時間

月曜日～土曜日 午前９時～午後９時30分
日曜日・祝日・長期休業期間 午前９時～午後５時

　　※ １階エントランスホール（多目的スペース）・ラウンジは午前８時30分から利用できま
す（土日祝日は除く）。

　■休館日
　年末年始、書架整理日、蔵書点検日、大学祭実施期間、立ち入り制限日
　※今年度の休館日は高崎経済大学図書館ホームページのカレンダーでご確認ください。

　■貸出冊数及び貸出期間
区　分 貸出冊数 貸出日数
学部生 10冊まで 14日まで
大学院生 40冊まで 30日まで

●各種サービス
　■リクエス卜
　図書館に所蔵していない図書の購入を申し込むことができます。

　■ILL（相互貸借・文献複写）
　他の大学や公共の図書館から図書を借りたり、文献複写の取り寄せができます。
　・年度毎に学部生は6,000円、大学院生は10,000円分まで料金はかかりません。
　・大学院生に限り、文献複写コピーカードの貸出しを行っています。

　■予約
　貸出中の図書に予約をかけ、返却時に優先的に借りられます。

　■レファレンス
　研究・学習に必要な文献・資料・情報に関することについて、図書館職員がサポー卜します。

●イベン卜
　■図書館ガイダンス
　図書館の使い方や情報探索法が学べます。

　■図書館セミナー
　電子データベースの使い方などを中心に年３～４回開催予定です。

　■ブックハンティング
　図書館に所蔵するための図書を、学生が書店に出向き直接選書する企画です。

詳細については高崎経済大学図書館ホームページをご覧ください。
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詳細はこちら

※ １階エントランスホール（多目的スペース）・ラウンジは午前８時 45 分から利用できま
　す。

年末年始、長期休業期間の日曜日・祝日、入学試験等の立入制限日、書架整理日、蔵書点検日、
大学祭実施期間
※今年度の休館日は高崎経済大学図書館ホームページのカレンダーでご確認ください。

本会は、学術研究並びにその発表を通じ社会に寄与することを目的とし、これを達成するた
めに次の事業を行っています。
（１）機関誌「地域政策研究」の刊行（年４回）
（２）新入生向け学習案内書「APPROACH」の刊行
（３）学生委員会によるイベント開催・情報誌「レギオ」の刊行
（４）学術文化講演会の開催
（５）各ゼミナールによる「卒業論文集」の印刷・刊行補助
（６）学生懸賞論文の募集
（７）その他
■連絡先
高崎経済大学地域政策学会事務局（図書館 1Ｆ）
TEL 027-344-6244
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後援会のバスを借りるには
　■利用目的
　バスは、以下の項目に該当する際に利用できます。
　 マリンスポーツ、スキー・スノーボード等の娯楽・観光目的での合宿の際には利用できません。
　なお、原則として目的地（宿泊先等）への送迎のみを行います。
　①ゼミナール活動　②公式大会　③練習試合　④合宿

　■運行範囲
　関東甲信越区域内

　■利用時間
　８：30 ～ 17：30までの間で８時間まで利用可能
　 ※公式大会等やむを得ない場合は６：00 ～ 20：00まで利用できます。この時間での利用を
希望する場合は、必ず事前にその旨を伝えてください。

　■利用人数
　マイクロバス（27名乗り）…10名以上から　　中型バス（40名乗り）…20名以上から

　■予約方法
　 後援会事務局で行っています。仮予約の際に、必要事項を記入の上、仮予約票を提出してく
ださい。ただし、①利用日、②バスの車種、③目的地が決まっていない場合は仮予約できま
せん。仮予約後、使用願に必要事項を記入し、使用日の30日前までに必ず提出してください。
　 使用願の提出により、予約完了となります。提出期限になっても連絡のない場合はキャンセ
ルとなります。
　 なお、使用願と併せて、「行事・遠征・合宿等届」を教育グループ学生支援チームに必ず提
出してください。提出のない場合は、バスは利用できません。

　■バス利用に係る経費
　 利用料、燃料代は後援会が負担します。その他の経費は、すべて利用者負担となります。
　 （例：高速道路代、駐車場代、運転手昼食代（1,000円又は弁当）、運転手宿泊時の宿泊代（夕、
朝食付）及び日当（3,000円））
　その他詳細については問い合わせください。

●後援会（研究棟１Ｆ）
　 後援会は、在学生の保護者を会員として構成されており、大学とは独立した予算で運営して
います。勉学から福利厚生まで、幅広い支援を行っています。
　後援会実施事業のことで問い合わせがありましたら、後援会事務局までお越しください。
　■連絡先　後援会事務局　027-344-7902

主な事業
　■高経会館運営事業
　 大学から徒歩５分の宿泊・研修施設です。大・小会議室も完備していますので宿泊施設とし
てだけではなく、ゼミナール・部・サークル活動の会議や打ち合わせにも利用できます。

　■送迎バス運営事業
　 中型バスとマイクロバスの２台を所有しています。大学主催の行事、学生団体の県内外への
大会参加、合宿の際に利用できます。

　■保養券事業
　 市内４ヶ所の保養所と尾瀬地域５ヶ所の山荘を利用した場合、１人１泊につき4,000円を助
成します。

　■課外活動補助事業
　・課外活動補助金
　　 体育会、文化サークル協議会、三扇祭実行委員会等の学生団体への活動に対する補助を実
施しています。

　・海外研修支援事業助成金
　　海外研修支援事業参加学生への補助を実施しています。
　・就職活動支援
　　 「エントリーシート添削」と「SPI対策講座・模擬試験」の受講者を対象に受講料の一部を
助成します。また、学部３年生・院１年生を対象に「就職活動手帳」を配布しています。

　・TOEIC及び外国語検定試験成績優秀者表彰
　　 TOEICや外国語検定試験の成績が優秀な学生を対象に、表彰状と記念品の贈呈を行ってい
ます。表彰は表彰区分毎に１回のみです。

　■就学支援事業
　 学費負担者の死亡等による家計急変や自然災害、火災等の被災により、就学を継続するため
の支援が必要な学生に対し、公的機関等による支援が措置されるまでの間の就学継続等を目
的に就学支援金を支給する制度です。

詳細はこちら

詳細はこちら
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後援会のバスを借りるには
　■利用目的
　バスは、以下の項目に該当する際に利用できます。
　 マリンスポーツ、スキー・スノーボード等の娯楽・観光目的での合宿の際には利用できません。
　なお、原則として目的地（宿泊先等）への送迎のみを行います。
　①ゼミナール活動　②公式大会　③練習試合　④合宿

　■運行範囲
　関東甲信越区域内

　■利用時間
　８：30 ～ 17：30までの間で８時間まで利用可能
　 ※公式大会等やむを得ない場合は６：00 ～ 20：00まで利用できます。この時間での利用を
希望する場合は、必ず事前にその旨を伝えてください。

　■利用人数
　マイクロバス（27名乗り）…10名以上から　　中型バス（40名乗り）…20名以上から

　■予約方法
　 後援会事務局で行っています。仮予約の際に、必要事項を記入の上、仮予約票を提出してく
ださい。ただし、①利用日、②バスの車種、③目的地が決まっていない場合は仮予約できま
せん。仮予約後、使用願に必要事項を記入し、使用日の30日前までに必ず提出してください。
　 使用願の提出により、予約完了となります。提出期限になっても連絡のない場合はキャンセ
ルとなります。
　 なお、使用願と併せて、「行事・遠征・合宿等届」を教育グループ学生支援チームに必ず提
出してください。提出のない場合は、バスは利用できません。

　■バス利用に係る経費
　 利用料、燃料代は後援会が負担します。その他の経費は、すべて利用者負担となります。
　 （例：高速道路代、駐車場代、運転手昼食代（1,000円又は弁当）、運転手宿泊時の宿泊代（夕、
朝食付）及び日当（3,000円））
　その他詳細については問い合わせください。

●後援会（研究棟１Ｆ）
　 後援会は、在学生の保護者を会員として構成されており、大学とは独立した予算で運営して
います。勉学から福利厚生まで、幅広い支援を行っています。
　後援会実施事業のことで問い合わせがありましたら、後援会事務局までお越しください。
　■連絡先　後援会事務局　027-344-7902

主な事業
　■高経会館運営事業
　 大学から徒歩５分の宿泊・研修施設です。大・小会議室も完備していますので宿泊施設とし
てだけではなく、ゼミナール・部・サークル活動の会議や打ち合わせにも利用できます。

　■送迎バス運営事業
　 中型バスとマイクロバスの２台を所有しています。大学主催の行事、学生団体の県内外への
大会参加、合宿の際に利用できます。

　■保養券事業
　 市内４ヶ所の保養所と尾瀬地域５ヶ所の山荘を利用した場合、１人１泊につき4,000円を助
成します。

　■課外活動補助事業
　・課外活動補助金
　　 体育会、文化サークル協議会、三扇祭実行委員会等の学生団体への活動に対する補助を実
施しています。

　・海外研修支援事業助成金
　　海外研修支援事業参加学生への補助を実施しています。
　・就職活動支援
　　 「エントリーシート添削」と「SPI対策講座・模擬試験」の受講者を対象に受講料の一部を
助成します。また、学部３年生・院１年生を対象に「就職活動手帳」を配布しています。

　・TOEIC及び外国語検定試験成績優秀者表彰
　　 TOEICや外国語検定試験の成績が優秀な学生を対象に、表彰状と記念品の贈呈を行ってい
ます。表彰は表彰区分毎に１回のみです。

　■就学支援事業
　 学費負担者の死亡等による家計急変や自然災害、火災等の被災により、就学を継続するため
の支援が必要な学生に対し、公的機関等による支援が措置されるまでの間の就学継続等を目
的に就学支援金を支給する制度です。

詳細はこちら

詳細はこちら

後援会
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●大学生協
　組合員のみなさまにさまざまな商品やサービスを提供しています。

購買書籍部・三扇食堂・７号館食堂・本部
　 生協は、学生・院生・教職員のための福利厚生組織です。ご入学時に出資金をお預かりし、
その出資金により運営しています。
　 「教科書販売」をはじめ大学生活での「学び」「健康的な食生活」「資格取得やキャリアアップ」
等のサポートを行っています。

　■三扇会館１Ｆ

　■購買書籍　027-343-2024
　 三扇会館１階にある購買書籍部では、生協食堂
の手作り弁当・パン・おにぎり・菓子などの食
べ物やドリンク類、文房具類、教科書・参考書・
文庫本・雑誌といった書籍類など大学生活に必
要なものを豊富に品揃えしています。安全性を
考えた無添加食品やリサイクル素材から作られ
る環境に配慮したエコ商品、大学生協オリジナ
ル商品も取り揃えています。組合員になると書
籍や教習所・資格スクールの割引が受けられる
ほか、多くの商品が定価より安く購入できます。旅行や合宿、JRの手配等の申し込みができ
ます。

　高経大オリジナルグッズの販売
　 だるま・ボールペン・シャーペン・トートバッグ・スポーツタオル・Ｔシャツなどを購買で
販売しています。おみやげ用に大学の日本酒（名称・三扇）も販売。大学名の入った履歴書
と履歴書用封筒も販売しています。

■営業時間のご案内

店　舗　名 平　　　日 土　曜　日

購買・書籍部 10:00 ～ 18:00
閉店

三扇会館生協食堂 11:30 ～ 13:30

７号館生協食堂 昼11:00 ～ 14:30
夜17:30 ～ 19:30

※注１
11:30 ～ 13:30

本部 ９:30 ～ 16:30 閉店

※大学の長期休業中は営業時間が異なります。
注１） コロナの影響により当面の間、土曜日営業は中止し

ています。

●同窓会（事務棟１Ｆ）
　 同窓会は、正会員（卒業生）と準会員（在学生）で構成されており、現在正会員数は約
39,000人の大規模な組織となっています。在学生は、同窓会会則第５条第２項の規定により、
入学時に同窓会の準会員として全員入会することになっています。
　 本会は、会員名簿の作成、全国に30支部ある各支部での諸活動、その他会員相互の親睦及び
連絡等の幅広い事業活動を中心に運営されています。準会員には、三扇祭・新入生歓迎会・
クラブ活動等への資金援助、新入生・卒業生への記念品贈呈、さらには社会的貢献度の高い
個人・団体への三扇賞贈呈など広範囲に援助を行なっています。また、同窓会給付金として、
突発的に修学困難に陥った学生を援助しています。
　 本会は、皆様のこれからの学生時代が同輩、後輩、先輩との親密な交流の下、より楽しく有
意義な学生生活となるようサポートしていきます。

高崎経済大学同窓会支部名

札幌支部 旭川支部 オホーツク支部 青森支部

岩手支部 宮城支部 福島支部 新潟支部

富山支部 石川支部 福井支部 群馬支部

太田支部 桐生支部 栃木支部 東京支部

静岡支部 東海支部 飯田支部 三重支部

長野支部 京滋支都 関西支部 広島支部

香川支部 徳島支部 高知支部 愛媛支部

大分支部 鹿児島支部
  

　■高崎経済大学同窓会給付金（令和３年５月25日施行）
　 高崎経済大学同窓会給付金は、学生の父母等（家計支持者）が天災その他不慮の災害、死亡、
疾病又は失業等により家計が急変し、修学困難に陥った学生に対し給付するものです。
　本制度の詳細については、大学ホームページで確認してください。

　 毎年各地で開かれている支部総会に、みなさんも参加して、OB・OGの先輩と交流を深めま
せんか？就職情報なども入手できるかもしれません。参加した学生には、同窓会より会費の
一部を補助します。

　■問い合わせ先
　同窓会事務局　027-329-6693

同窓会ホームページ　https://www.takakeidai-doso.gr.jp
詳細はこちら

同窓会

● Support　学生サポート
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同 窓 会

■高経会館運営事業
 大学から徒歩５分の宿泊・研修施設です。大・小会議室も完備していますの
で宿泊施設としてだけではなく、ゼミナール・部・サークル活動の会議や打
ち合わせにも利用できます。

■送迎バス運営事業
 中型バスとマイクロバスの２台を所有しています。大学
主催の行事、学生団体の県内外への大会参加、合宿の際
に利用できます。

■保養所利用助成事業
 市内４ヶ所の保養所と尾瀬地域５ヶ所の山荘を利用した場合、１人１泊につ
き 4,000 円を助成します（※利用助成券による交付）。

■課外活動補助事業
  ・課外活動補助金
　体育会、文化サークル協議会、三扇祭実行委員会等の学生団体への活動に対する補助を実
　施しています。
 ・海外研修支援事業助成金
　海外研修支援事業参加学生への補助を実施しています。詳細は大学事務局の国際交流支援
　チームに問い合わせください。
 ・就職活動支援
　「 エントリーシート添削」と「SPI 対策講座・模擬試験」の受講者を対象に受講料の一部
　を助成します。また、学部３年生・院１年生を対象に「就職活動手帳」を配布しています。
 ・TOEIC 及び外国語検定試験成績優秀者表彰
　TOEIC や外国語検定試験の成績が優秀な学生を対象に、表彰状と記念品　
　の贈呈を行っています。表彰は表彰区分毎に１回のみです。

■就学支援事業
 学費負担者の死亡等による家計急変や自然災害、火災等の被災により、就学
を継続するための支援が必要な学生に対し、公的機関等による支援が措置さ
れるまでの間の就学継続等を目的に就学支援金を支給する制度です。

詳細はこちら

詳細はこちら

詳細はこちら

詳細はこちら

詳細はこちら

保養所（助成券が利用できる施設）

施　設　名 住　　　所 連　絡　先

榛名湖温泉　ゆうすげ元湯 高崎市榛名湖町846-3 027-374-9211

倉渕川浦温泉　はまゆう山荘 高崎市倉渕町川浦27-80 027-378-2333

相間川温泉　ふれあい館 高崎市倉渕町水沼27 027-378-3834

牛伏ドリームセンター 高崎市吉井町多比良4373-1 027-387-9111

尾瀬地域の山荘　 利根郡片品村戸倉尾瀬ヶ原
0278-58-7311

　　尾瀬沼山荘、元湯山荘、東電小屋、至仏山荘、鳩待山荘

　※在学割引や無料送迎バス（要予約）等、独自のサービスを行っている施設もあります。
　　詳細は各施設ヘ問い合わせください。

●保養所利用助成券の取り扱いについて
利用について
　（１）予約方法　利用者が各施設へ直接連絡し、予約を行ってください。
　（２）利用資格　高崎経済大学在学生
　（３）助 成 額　１人１泊4,000円
　（４）発行枚数　1,000枚／年

申請及び交付について
　（１）申請方法　 予約完了後、『保養所利用助成券交付申請書』に必要事項を記入のうえ、提

出してください。
　　　　　　　　  ※申請には各利用者の学生証の写しの添付が必要です。
　（２）申 請 先　後援会事務局
　（３）交付方法　申請書を確認後、申請代表者宛に交付します。
　　　　　　　　  ※交付には申請より３日ほどかかります。余裕を持って申請してください。
　　　　　　　　  ※必ず申請代表者が後援会事務局で受け取ってください。

利用上の注意
　（１）利用する日の５日前までに申請してください（土日祝日は除く）。
　（２）助成券は金券と同じです。
　　　  キャンセルで使用しなかった場合は、必ず後援会事務局まで返却してください。
　（３）チェックインの際に、助成券をフロントヘ提出してください。
　（４）宿泊料金から助成額を差し引いた金額を、各自で施設に支払ってください。
　（５）宿泊施設では、必ずマナーを守りましょう！

●厚生施設
高経会館
　 高経会館は、学生・保護者・教職員・同窓会員の皆様を対象とした、宿泊・研修施設として
昭和61年１月に開館しました。

利用できる人 ・本学教職員、学生及び保護者　　　・本学同窓会会員
利用申込方法 後援会事務局にて予約受付。

利用料金
宿泊室：１人１泊2,000円　　　研修室及び会議室：無料
※ 宿泊室の利用当日のキャンセルは、キャンセル料として利用料金の全額
を支払うこと

収容人数 最大20名

施設概要

宿泊室（洋室12部屋、和室４部屋）、
研修室（定員最大15名）、会議室（定員最大30名）、駐車場（11台収容）
※宿泊室設備　 ユニットバストイレ、洋服ダンス、テレビ、机、電気ポット、

時計
※アメニティ　 シャンプー、ボディソープ、歯ブラシ、浴衣、バスタオル、

お茶セット、へアドライヤー
※貸出品　ズボンプレッサー
※wif i

利用時間
宿泊室　チェックイン16：00 ～ 20：00 ／チェックアウト10：00
　　　　※20：00までに必ずチェックインしてください。
門　限　23：00
会議室　９：00 ～ 20：00

休 館 日 日曜日、利用予約のない土曜日及び年末年始（その他、臨時休館日あり）
所 在 地 高崎市下小塙町1461
電話番号 027-344-1521

アクセス
徒歩：大学から西へ約５分　※途中、コンビニエンスストアあり
バス： JR高崎駅西口２番バスのりぱ（群馬バス【本郷経由室田行、沖経由

箕郷行、榛名湖行】で約20分）－唐崎停留所下車－徒歩０分

備　　考
・館内は禁煙です。
・食事の提供はありません（外食、持込み飲食は可能です）。
・ 上記アメニティ・貸出品以外は備え付けがありませんので、各自用意を
お願いします（例：フェイスタオル等）。

詳細はこちら 詳細はこちら

後援会
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後援会のバスを借りるには
　■利用目的
　バスは、以下の項目に該当する際に利用できます。
　 マリンスポーツ、スキー・スノーボード等の娯楽・観光目的での合宿の際には利用できません。
　なお、原則として目的地（宿泊先等）への送迎のみを行います。
　①ゼミナール活動　②公式大会　③練習試合　④合宿

　■運行範囲
　関東甲信越区域内

　■利用時間
　８：30 ～ 17：30までの間で８時間まで利用可能
　 ※公式大会等やむを得ない場合は６：00 ～ 20：00まで利用できます。この時間での利用を
希望する場合は、必ず事前にその旨を伝えてください。

　■利用人数
　マイクロバス（27名乗り）…10名以上から　　中型バス（40名乗り）…20名以上から

　■予約方法
　 後援会事務局で行っています。仮予約の際に、必要事項を記入の上、仮予約票を提出してく
ださい。ただし、①利用日、②バスの車種、③目的地が決まっていない場合は仮予約できま
せん。仮予約後、使用願に必要事項を記入し、使用日の30日前までに必ず提出してください。

　 使用願の提出により、予約完了となります。提出期限になっても連絡のない場合はキャンセ
ルとなります。

　 なお、使用願と併せて、「行事・遠征・合宿等届」を教育グループ学生支援チームに必ず提
出してください。提出のない場合は、バスは利用できません。

　■バス利用に係る経費
　 利用料、燃料代は後援会が負担します。その他の経費は、すべて利用者負担となります。
　 （例：高速道路代、駐車場代、運転手昼食代（1,000円又は弁当）、運転手宿泊時の宿泊代（夕、
朝食付）及び日当（3,000円））

　その他詳細については問い合わせください。

●後援会（研究棟１Ｆ）
　 後援会は、在学生の保護者を会員として構成されており、大学とは独立した予算で運営して
います。勉学から福利厚生まで、幅広い支援を行っています。
　後援会実施事業のことで問い合わせがありましたら、後援会事務局までお越しください。
　■連絡先　後援会事務局　027-344-7902

主な事業
　■高経会館運営事業
　 大学から徒歩５分の宿泊・研修施設です。大・小会議室も完備していますので宿泊施設とし
てだけではなく、ゼミナール・部・サークル活動の会議や打ち合わせにも利用できます。

　■送迎バス運営事業
　 中型バスとマイクロバスの２台を所有しています。大学主催の行事、学生団体の県内外への
大会参加、合宿の際に利用できます。

　■保養券事業
　 市内４ヶ所の保養所と尾瀬地域５ヶ所の山荘を利用した場合、１人１泊につき4,000円を助
成します。

　■課外活動補助事業
　・課外活動補助金
　　 体育会、文化サークル協議会、三扇祭実行委員会等の学生団体への活動に対する補助を実

施しています。
　・海外研修支援事業助成金
　　海外研修支援事業参加学生への補助を実施しています。
　・就職活動支援
　　 「エントリーシート添削」と「SPI対策講座・模擬試験」の受講者を対象に受講料の一部を

助成します。また、学部３年生・院１年生を対象に「就職活動手帳」を配布しています。
　・TOEIC及び外国語検定試験成績優秀者表彰
　　 TOEICや外国語検定試験の成績が優秀な学生を対象に、表彰状と記念品の贈呈を行ってい

ます。表彰は表彰区分毎に１回のみです。

　■就学支援事業
　 学費負担者の死亡等による家計急変や自然災害、火災等の被災により、就学を継続するため
の支援が必要な学生に対し、公的機関等による支援が措置されるまでの間の就学継続等を目
的に就学支援金を支給する制度です。

詳細はこちら

詳細はこちら
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同窓会は、正会員（卒業生）と準会員（在学生）で構成されており、現在正会員数は約
40,000 人の大規模な組織となっています。在学生は、同窓会会則第５条第２項の規定により、
入学時に同窓会の準会員として全員入会することになっています。
本会は、会員名簿の作成、全国に 30 支部ある各支部での諸活動、その他会員相互の親睦及
び連絡等の幅広い事業活動を中心に運営されています。準会員には、三扇祭・新入生歓迎会・
クラブ活動等への資金援助、新入生・卒業生への記念品贈呈、さらには社会的貢献度の高い
個人・団体への三扇賞贈呈など広範囲に援助を行なっています。また、同窓会給付金として、
突発的に修学困難に陥った学生を援助しています。
本会は、皆様のこれからの学生時代が同輩、後輩、先輩との親密な交流の下、より楽しく有
意義な学生生活となるようサポートしていきます。
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●大学生協
　組合員のみなさまにさまざまな商品やサービスを提供しています。

購買書籍部・三扇食堂・７号館食堂・本部
　 生協は、学生・院生・教職員のための福利厚生組織です。ご入学時に出資金をお預かりし、
その出資金により運営しています。
　 「教科書販売」をはじめ大学生活での「学び」「健康的な食生活」「資格取得やキャリアアップ」
等のサポートを行っています。

　■三扇会館１Ｆ

　■購買書籍　027-343-2024
　 三扇会館１階にある購買書籍部では、生協食堂
の手作り弁当・パン・おにぎり・菓子などの食
べ物やドリンク類、文房具類、教科書・参考書・
文庫本・雑誌といった書籍類など大学生活に必
要なものを豊富に品揃えしています。安全性を
考えた無添加食品やリサイクル素材から作られ
る環境に配慮したエコ商品、大学生協オリジナ
ル商品も取り揃えています。組合員になると書
籍や教習所・資格スクールの割引が受けられる
ほか、多くの商品が定価より安く購入できます。旅行や合宿、JRの手配等の申し込みができ
ます。

　高経大オリジナルグッズの販売
　 だるま・ボールペン・シャーペン・トートバッグ・スポーツタオル・Ｔシャツなどを購買で
販売しています。おみやげ用に大学の日本酒（名称・三扇）も販売。大学名の入った履歴書
と履歴書用封筒も販売しています。

■営業時間のご案内

店　舗　名 平　　　日 土　曜　日

購買・書籍部 10:00 ～ 18:00
閉店

三扇会館生協食堂 11:30 ～ 13:30

７号館生協食堂 昼11:00 ～ 14:30
夜17:30 ～ 19:30

※注１
11:30 ～ 13:30

本部 ９:30 ～ 16:30 閉店

※大学の長期休業中は営業時間が異なります。
注１） コロナの影響により当面の間、土曜日営業は中止し

ています。

●同窓会（事務棟１Ｆ）
　 同窓会は、正会員（卒業生）と準会員（在学生）で構成されており、現在正会員数は約
39,000人の大規模な組織となっています。在学生は、同窓会会則第５条第２項の規定により、
入学時に同窓会の準会員として全員入会することになっています。
　 本会は、会員名簿の作成、全国に30支部ある各支部での諸活動、その他会員相互の親睦及び
連絡等の幅広い事業活動を中心に運営されています。準会員には、三扇祭・新入生歓迎会・
クラブ活動等への資金援助、新入生・卒業生への記念品贈呈、さらには社会的貢献度の高い
個人・団体への三扇賞贈呈など広範囲に援助を行なっています。また、同窓会給付金として、
突発的に修学困難に陥った学生を援助しています。
　 本会は、皆様のこれからの学生時代が同輩、後輩、先輩との親密な交流の下、より楽しく有
意義な学生生活となるようサポートしていきます。

高崎経済大学同窓会支部名

札幌支部 旭川支部 オホーツク支部 青森支部

岩手支部 宮城支部 福島支部 新潟支部

富山支部 石川支部 福井支部 群馬支部

太田支部 桐生支部 栃木支部 東京支部

静岡支部 東海支部 飯田支部 三重支部

長野支部 京滋支都 関西支部 広島支部

香川支部 徳島支部 高知支部 愛媛支部

大分支部 鹿児島支部
  

　■高崎経済大学同窓会給付金（令和３年５月25日施行）
　 高崎経済大学同窓会給付金は、学生の父母等（家計支持者）が天災その他不慮の災害、死亡、
疾病又は失業等により家計が急変し、修学困難に陥った学生に対し給付するものです。
　本制度の詳細については、大学ホームページで確認してください。

　 毎年各地で開かれている支部総会に、みなさんも参加して、OB・OGの先輩と交流を深めま
せんか？就職情報なども入手できるかもしれません。参加した学生には、同窓会より会費の
一部を補助します。

　■問い合わせ先
　同窓会事務局　027-329-6693

同窓会ホームページ　https://www.takakeidai-doso.gr.jp
詳細はこちら

同窓会
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●緊急時に対処する
地震・火災発生時（学内）
　 大地震や火災発生時は、各自あわてず教職員の指示に従い、緊急避難場所（学内）へ避難し
てください。
　避難場所：第２グラウンド、東側教職員・学生駐車場
　＊大地震のときは、エレベーターは自動的に停止し、使用できなくなります。
　 また、火災発生時は電源喪失によるエレベーター停止の恐れもありますので、階段を利用し
て避難してください。

　■避難場所図

　■災害備蓄品
　災害時に備えて食料などを計画的に備蓄しています。

緊急避難場所（学外）
　 災害時は距離や道路状況などから各自の判断に基づき、最適と思われる
市内の避難所に避難して下さい。

　■大学周辺の高崎市指定避離所
避難場所 所在地 注意
並榎中学校 並榎町60
西小学校 並榎町109-1

新島学園短期大学 昭和町53
第一中学校 上和田町16-1
北小学校 請地町20-2

豊岡小学校 中豊岡町24 洪水浸水想定区域内に位置しているため、状況により２階以上への避難が
必要になる場合があります。

豊岡中学校 中豊岡町350-2 河川はん濫のおそれがある場合は、利用できません。
八幡小学校 八幡町179-1 河川はん濫のおそれがある場合は、利用できません。
六郷小学校 筑縄町32-2
長野小学校 南新波町77
北部小学校 下小塙町719-1 河川はん濫のおそれがある場合は、利用できません。
長野郷中学校 上小塙町325-1

　■三扇食堂
　 三扇会館の２階にあり１フロア全部が食堂になっています。座席数は340席で、昔ながらの
学生食堂の雰囲気で、人気の「三扇セット」などのメニューを日替わりで用意しております。
その他、麺、どんぶり、カレーコーナーもあります。

　■７号館食堂
　 ７号館の１階にあり、南に面しているので光が入りとても明るい食堂です。広いのでグルー
プでの利用も可能で、パーティなどにも利用できます。
　※現在はコロナ対応でパーティーは中止です。
　 ビュッフェコーナーがあり、料理の重さによって金額が決まる方式なので、食べたいものを
自分で選び自由にお皿に盛ることができます。カフェテリア、麺コーナーもあります。
　ドリンクやアイスも売っています。
　※現在はコロナ対応でビュッフェコーナーは中止です。

　 ※どちらの食堂も生協電子マネーが使えます。生協電子マネーなら、小銭を持たずに利用で
き、レジがスムーズになります。

　■本部　027-343-2436
　三扇会館１階の購買の向かい側にあります。
　 生協加入や学生総合共済・学生賠償責任保険・三井住友カード（NL）・学生生活110番の加入
手続きに関すること。共済の給付申請もこちらまでお越しください。

カフェテリアコーナー ビュッフェコーナー

多目的広場

７号館 ６号館

三扇会館 第２グラウンド

図書館

正門

バス停留所

バスクル

２号館

３号館 １号館

体育館

WC

研究棟

事務棟

４号館

５号館

オートバイ置場
東側教職員・
学生駐車場

避難場所

避難場所
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詳細はこちら
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●緊急時に対処する
地震・火災発生時（学内）
　 大地震や火災発生時は、各自あわてず教職員の指示に従い、緊急避難場所（学内）へ避難し
てください。
　避難場所：第２グラウンド、東側教職員・学生駐車場
　＊大地震のときは、エレベーターは自動的に停止し、使用できなくなります。
　 また、火災発生時は電源喪失によるエレベーター停止の恐れもありますので、階段を利用し
て避難してください。

　■避難場所図

　■災害備蓄品
　災害時に備えて食料などを計画的に備蓄しています。

緊急避難場所（学外）
　 災害時は距離や道路状況などから各自の判断に基づき、最適と思われる
市内の避難所に避難して下さい。

　■大学周辺の高崎市指定避離所
避難場所 所在地 注意
並榎中学校 並榎町60
西小学校 並榎町109-1

新島学園短期大学 昭和町53
第一中学校 上和田町16-1
北小学校 請地町20-2

豊岡小学校 中豊岡町24 洪水浸水想定区域内に位置しているため、状況により２階以上への避難が
必要になる場合があります。

豊岡中学校 中豊岡町350-2 河川はん濫のおそれがある場合は、利用できません。
八幡小学校 八幡町179-1 河川はん濫のおそれがある場合は、利用できません。
六郷小学校 筑縄町32-2
長野小学校 南新波町77
北部小学校 下小塙町719-1 河川はん濫のおそれがある場合は、利用できません。
長野郷中学校 上小塙町325-1

　■三扇食堂
　 三扇会館の２階にあり１フロア全部が食堂になっています。座席数は340席で、昔ながらの
学生食堂の雰囲気で、人気の「三扇セット」などのメニューを日替わりで用意しております。
その他、麺、どんぶり、カレーコーナーもあります。

　■７号館食堂
　 ７号館の１階にあり、南に面しているので光が入りとても明るい食堂です。広いのでグルー
プでの利用も可能で、パーティなどにも利用できます。
　※現在はコロナ対応でパーティーは中止です。
　 ビュッフェコーナーがあり、料理の重さによって金額が決まる方式なので、食べたいものを
自分で選び自由にお皿に盛ることができます。カフェテリア、麺コーナーもあります。
　ドリンクやアイスも売っています。
　※現在はコロナ対応でビュッフェコーナーは中止です。

　 ※どちらの食堂も生協電子マネーが使えます。生協電子マネーなら、小銭を持たずに利用で
き、レジがスムーズになります。

　■本部　027-343-2436
　三扇会館１階の購買の向かい側にあります。
　 生協加入や学生総合共済・学生賠償責任保険・三井住友カード（NL）・学生生活110番の加入
手続きに関すること。共済の給付申請もこちらまでお越しください。
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■本部　027-343-2436

三扇会館１階の購買の向かい側にあります。
生協加入や学生総合共済・学生賠償責任保険・三井住友カード（NL）・学生生活110番の加入
手続きに関すること、共済の給付申請はこちらまでお越しください。

■７号館食堂
 ７号館の１階にあり、南に面しているので光が入りとても明るい食堂です。広いのでグルー
プでの利用も可能で、パーティなどにも利用できます。
お腹の減り具合と懐具合に合わせて、かつバランスの良いお食事をしていただくために、自
由にメニューを選択できるカフェテリア方式となっています。他に麵コーナーもあります。

※どちらの食堂も生協電子マネーが使えます。生協電子マネーなら、小銭を持たずに利用で
　き、レジがスムーズになります。2024 年度からはさらにお得でより健康的にお食事ができ
　る「ミール定期プラン」を始めます。（ミールプランのお問い合わせは生協本部事務所まで）

■生協電子マネー

購買書籍部・７号館食堂・三扇食堂いずれも生協電子マネーが使えます。生協電子マネーで
決済すると利用の１％をポイント還元します。

カフェテリアコーナー 麺コーナー

19:15

注１）現在、土曜日営業は中止しています。

ほか、多くの商品が定価より安く購入できます。旅行やゼミ合宿、海外短期留学・語学研修
などの申し込みもできます。
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●緊急時に対処する
地震・火災発生時（学内）
　 大地震や火災発生時は、各自あわてず教職員の指示に従い、緊急避難場所（学内）へ避難し
てください。
　避難場所：第２グラウンド、東側教職員・学生駐車場
　＊大地震のときは、エレベーターは自動的に停止し、使用できなくなります。
　 また、火災発生時は電源喪失によるエレベーター停止の恐れもありますので、階段を利用し
て避難してください。

　■避難場所図

　■災害備蓄品
　災害時に備えて食料などを計画的に備蓄しています。

緊急避難場所（学外）
　 災害時は距離や道路状況などから各自の判断に基づき、最適と思われる
市内の避難所に避難して下さい。

　■大学周辺の高崎市指定避離所
避難場所 所在地 注意
並榎中学校 並榎町60
西小学校 並榎町109-1

新島学園短期大学 昭和町53
第一中学校 上和田町16-1
北小学校 請地町20-2

豊岡小学校 中豊岡町24 洪水浸水想定区域内に位置しているため、状況により２階以上への避難が
必要になる場合があります。

豊岡中学校 中豊岡町350-2 河川はん濫のおそれがある場合は、利用できません。
八幡小学校 八幡町179-1 河川はん濫のおそれがある場合は、利用できません。
六郷小学校 筑縄町32-2
長野小学校 南新波町77
北部小学校 下小塙町719-1 河川はん濫のおそれがある場合は、利用できません。
長野郷中学校 上小塙町325-1

　■三扇食堂
　 三扇会館の２階にあり１フロア全部が食堂になっています。座席数は340席で、昔ながらの
学生食堂の雰囲気で、人気の「三扇セット」などのメニューを日替わりで用意しております。
その他、麺、どんぶり、カレーコーナーもあります。

　■７号館食堂
　 ７号館の１階にあり、南に面しているので光が入りとても明るい食堂です。広いのでグルー
プでの利用も可能で、パーティなどにも利用できます。
　※現在はコロナ対応でパーティーは中止です。
　 ビュッフェコーナーがあり、料理の重さによって金額が決まる方式なので、食べたいものを
自分で選び自由にお皿に盛ることができます。カフェテリア、麺コーナーもあります。
　ドリンクやアイスも売っています。
　※現在はコロナ対応でビュッフェコーナーは中止です。

　 ※どちらの食堂も生協電子マネーが使えます。生協電子マネーなら、小銭を持たずに利用で
き、レジがスムーズになります。

　■本部　027-343-2436
　三扇会館１階の購買の向かい側にあります。
　 生協加入や学生総合共済・学生賠償責任保険・三井住友カード（NL）・学生生活110番の加入
手続きに関すること。共済の給付申請もこちらまでお越しください。

カフェテリアコーナー ビュッフェコーナー
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2023

バスくる

2024
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　■構内での遊技等禁止
　安全確保のために、キャッチボール、スケートボード等は、キャンパス内では全面禁止です。

　■交通ルールを守りましょう
　 車を運転するときは事故を起こさないよう気をつけましょう。交通事故は加害者になっても、
被害者になっても悲劇です。
　 大学周辺には、保育園や小学校があります。自転車や車の運転では、交通ルールを守り、子
供たちの模範となるよう心がけましょう。
　飲酒運転は犯罪です。絶対にやめましょう。

　■コンパ・飲み会のマナー
　 “イッキ飲み”や“コール”は控えましょう。また、このような行為を強要することは、アルコー
ル・ハラスメン卜略して、「アルハラ」と呼ばれ社会的な問題となっています。
　 お酒を飲めるのは、二十歳になってからです。適正な酒量に留めましょう。また、構内での
飲酒は控えてください。

　■高チャリ利用
　 高崎まちなかコミュニティサイクル「高チャリ」の利用は高崎駅西口の中心市街地に限られ
ています。高チャリを大学構内や大学周辺で利用することは本来の利用目的を逸脱していま
す。ルールを守って高チャリを利用してください。

　■SNSによるプライバシーや情報漏えいに注意
　 TwitterやFacebookなどのSNSは、自分の友人・知人とのやりとりが多いため、ごく狭い世界
で情報を書き込んでいると誤解しがちです。しかし実際には、自分の書き込みを全世界に公
開する設定になっていることがあります。インターネット上に一度でも書き込まれた情報は
半永久的に残ってしまい、削除が容易ではありません。自分自身の書き込みに気を付け、匿
名性におごらず、普段の生活と同じく、責任ある行動や発言を心掛けましょう。

　■大学駐車場について
　駐車場は、自動車登録票のある車両のみ駐車できます。
　自動車登録を希望する学生は、学生支援チーム窓口で申請してください。
　なお、キャンパス周辺の店舗や私有地、路上への迷惑駐車は絶対にしないでください。
　〈学生駐車場〉
　・体育館前学生駐車場
　・東側教職員・学生駐車場
　・多目的広場（学生駐車場）

●ルール&マナー
　■携帯電話は電源OFFまたはマナーモード
　 講義中は、携帯電話の電源をOFFにするかマナーモードに設定してください。着信音が鳴り
響くと、講義を受けている全員が迷惑します。

　■私語禁止
　講義中の私語は、禁止です。必ず守ってください。

　■時間厳守
　余裕を持って、登校や教室間の移動をしましょう。

　■学内禁煙
　屋外の指定された喫煙所（３ヵ所）を利用してください。
　法律により大学敷地内は指定場所以外での喫煙が禁止されています。

　■騒音などの迷惑行為禁止
　 キャンパス周辺は、住宅街となっています。キャンパス内での騒音は、近隣にお住まいの方々
に大変迷惑をかけることになりますので絶対にしないでください。

　■キャンパスクリーン
　 教育研究活動の良好な環境を維持す
るために、キャンパスの美化につと
めましょう。分別用のごみ箱が設置
されています。（燃えるごみ、カン、
ビン、ペットボトル、ペットボトル
キャップ）
　 ※ペットボトルは必ずキャップをは
ずしてから捨ててください。

　■無許可の印刷物配布・看板類掲示禁止
　 学内での看板や掲示等については、許可が必要です。学生支援チームに申請して許可を得て
ください。なお、許可された看板・掲示物については、指定された場所にしか設置・掲示で
きません。

　■勧誘行為の禁止
　学内での宗教活動等の勧誘行為は禁止です。

ルール&マナー

● Life　学生生活
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ア ル バ イ ト

ルール＆マナー
SNSでは、自分の友人・知人とのやりとりが多いため、ごく狭い世界で情報を書き込んでい
ると誤解しがちです。しかし実際には、自分の書き込みを全世界に公開する設定になってい
ることがあります。インターネット上に一度でも書き込まれた情報は半永久的に残ってしま
い、削除が容易ではありません。自分自身の書き込みに気を付け、匿名性におごらず、普段
の生活と同じく、責任ある行動や発言を心掛けましょう。
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　■ごみの分別収集
　 アパートで１人暮らしをする皆さんは社会のルールとしてごみの分別方法を守り、地域の美
化に努めてください。
　 今まで気にしたことなどなかったかもしれませんが、これからは必ず守らなくてはなりませ
ん。

　■見直そう資源　考えよう再利用／減らそうごみ‼ 一人１日100グラム
　・ 可燃物・不燃物・飲料缶・ビン類・古紙類・乾電池・ペットボトル・蛍光灯等、それぞれ
の分別をしっかりして出してください。

　・ごみ出しは、無地の透明か白色系半透明の袋を使って出してください。
　・ごみ出しは、当日の朝８時30分までに出してください。

ごみの出し方５原則
　～住み続けたい街づくりのために～
　１．決められた曜日の　　２．決められた時間に　　３．決められたものを
　４．決められた方法で　　５．決められた場所へ

ごみステーションはきれいに
　 ごみ収集日や収集所は、町内会で決まっています。アパートのオーナーや不動産業者などに、
確認してください。なお、詳しい分別の方法等は高崎市ホームページに掲載されています。

家庭ごみの分け方・出し方　高崎市のホームページを確認してください。

　燃やせるごみ・燃やせないごみは、分別して全て指定袋に入れて排出してください。
　 ※家庭ごみや課外活動で出た粗大ごみは、学内のごみ箱に排出または敷地内に放置は絶対に
しないでください。

　■高崎市の指定袋とは

色 無地（文字や絵柄がないもの）で透明か白色系半透明

大きさ 20リットル・30リットル・45リットル（この規格のもののみ）

材質・形 非塩化系のもの　Ｕ字袋でも角袋でもよい

●犯罪を防ぐ
盗難
　 大学構内は、基本的には開放されています。貴重品は常に携帯しましょう。図書館やラウン
ジなどを利用するときは、かばんなどを置いたまま、その場を離れないでください。もちろん、
自転車の鍵も必ずかけてください。盗難、置き引きにあったときは、速やかに学生支援チー
ムに連絡し、最寄りの警察に届け出てください。

悪徳商法・巧みな詐欺　ご用心！
　 学生を狙った「悪質商法」や保護者を対象にした「振り込め詐欺」などがあります。悪質業
者はさまざまな手口で、皆さんを狙っています。「うまい話」や「楽をして儲かる話」はあ
りません。ちょっとした不注意によって被害を受けることのないよう、それぞれ十分注意し
てください。心配な場合は、各自治体の消費者生活センターまたは国民生活センターへ相談
してください。

　1 現物まがい商法・おとり商法 
　 実際には商品がないにもかかわらず、言葉巧みに契約を結ばせ代金だけを支払わせるような
商法です。インターネット通信販売やオークション、悪質な不動産屋にも見うけられます。

　2 マルチ商法・マルチまがい商法 
　 「わりの良いアルバイトがあるよ。」、「販売員になりませんか。」、「友達を勧誘したらマージ
ンがもらえるよ。」、「人生の勝ち組になろう。」など、いかにも儲かりそうな話をしてきます。
最近は手口も巧妙になり、ベンチャービジネス講演会・起業家セミナーと称し、会場を設け
て勧誘することもあります。結局は、儲かることはまずなく、商品とその代金が残ることに
なります。特に最近は、大学生に関するマルチ商法・マルチまがい商法の苦情が増加しており、
この悪質商法はあなた自身が被害者になるだけでなく、加害者にもなりかねません。その結
果、友人はあなたのもとを離れて行き、社会的信用を失うことになります。

　3 かたり商法 
　 「消防署から」とか「保健所から」と偽って品物を売る商法で、「点検にきました。」、「古い
から。」と言って、防犯ベルやガス漏れ警報機などを売りつけたりします。最近では学校紹
介と称する場合もあるようです。

　4 キャッチセールス 
　 駅前や街頭で「アンケートに答えてください。」、「お肌の無料診断をし
てあげます。」と声をかけてくるひとがいます。
　 少しだけ話を聞くつもりで、お店に行くと相手のペースに引き込まれ、
高価な化粧品や英会話教材の購入契約をさせられます。あとからよく
考えてみると、とても支払える金額でないことに気付くことになりま
す。話にはのらない、店には行かない、ということを心がけましょう。

ルール&マナー
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●犯罪を防ぐ

　盗難

大学構内は、基本的には開放されています。貴重品は常に携帯し、図書館やラウンジなどを
利用するときは、カバンなどを置いたままその場を離れないでください。
また自転車で通学する際には、必ず施錠してください。万が一、盗難や置き引きにあったと
きには、速やかに学生支援チームに連絡し、最寄りの警察に届け出てください。

　学生生活における犯罪・トラブル

近年、「悪質商法」「詐欺事件」「薬物乱用」など、大学生が様々な犯罪・ト
ラブルに巻き込まれるケースが増えています。「自分は大丈夫」という意識
を捨て、正しい防犯知識をもちましょう。安易な気持ちによって被害者や
加害者にならないよう、十分に気をつけてください。学生生活における犯罪・
トラブルの具体的事例は、大学ホームページを確認してください。

　  闇バイト

ＳＮＳやインターネットの掲示板には、仕事の内容を明らかにせずに著しく高額な報酬の支
払いを示唆するなどして犯罪の実行者を募集する投稿が掲載されていることがあります。
「高額バイト」「即日入金」「書類を受け取るだけ」等、一見好条件に見える求人情報に騙され、
強盗や詐欺といった犯罪に加担することがないように注意してください。

　  薬物乱用

「危険ドラッグ」「大麻」「覚醒剤」などの薬物の使用は、心と体に悪影響を及ぼし、人格の
破壊へと導かれます。薬物は、乱用や売買だけでなく、所持するだけでも違法です。甘い言
葉や軽い気持ち、誤った情報に左右されてはいけません。自分自身の未来のために、絶対に
使用しないでください。

　  カルト教団の勧誘

カルト教団は街頭だけでなく、大学で禁止されているのにもかかわらずキャンパス内でも勧
誘してくることがあります。最初はとても親しみやすく話しかけ、サークル紹介などをして
きますが、話をするうちに、「どこか落ち着いた場所で話の続きをしよう。」と巧みに誘い、
数人で取り囲んで勧誘を断りづらい環境をつくっていきます。近年では、SNS 上での勧誘活
動も増加傾向にあります。少しでも「怪しい」と感じたり、活動や思想に疑問をもったりし
たら、勇気を出して断ってください。

詳細はこちら
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2023

●アルバイトをする
　１年生は、大学生活や高崎の地理等に慣れてからアルバイトをするとよいでしょう。
　 ２年生以上は、大学に入学した目的を忘れないよう勉学に勤しみながら、部・クラブ活動に
励み、余りの時間でアルバイ卜するというのが理想的です。

　■アルバイトの申込方法
　 ７号館２Ｆの掲示板に「アルバイト求人票」が掲示してあります。希望のアルバイトを見つ
けたら、直接求人者に電話で申込みをしてください。なお、学生本人が行うアルバイトであ
る事を自覚し、十分な注意を払って対応してください。
　 また、近年アルバイト先で知り得た情報や他者への誹謗・中傷をSNS等で公開する事案が見
られますが、そのようなことは絶対に行わないでください。
　※大学では以下の条件に該当する求人は掲示していません。
　　自らアルバイトを探して申込む場合も内容をよく確認してから申込んでください。

　制限内容については、大学ホームページで確認してください。

　■家庭教師のアルバイト
　 家庭教師のアルバイトは長期の安定した収入を得ることができます。しかし、現在は塾など
の人気が高く、その件数は年間に10件ぐらいで、減少傾向にあります。
　 家庭教師のアルバイトをするには、事務棟１Ｆのキャリア支援センターにある「家庭教師ア

ルバイト申請書」で希望登録しておく必要があります。なお、登録は１年度限りで終了しま
すので、４月には新たに登録が必要です。
　 キャリア支援センターでは、子供に家庭教師をつけたい家庭から「家庭教師依頼申込書」で
申込があると、登録学生の中から依頼者の条件に沿った学生を順番に紹介しています。

　　※参考賃金
　　小学生　　　時給　　1,500円～ 2,000円
　　中学生　　　時給　　1,500円～ 2,500円
　　高校生　　　時給　　1,800円～ 2,500円
　　※交通費は、各家庭と相談して妥当な額にしてください。
　　　夕食等は、各家庭の善意であり学生から要求しないでください。

　■アルバイトにおけるトラブルについて
　 学生アルバイトも労働者であり、労働法が適用されます。トラブルに巻き込まれそうになっ
たり、不安を感じた場合は、早めに労働基準監督署総合労働相談コーナーや大学キャリア支
援センターに相談するなどしてください。

危険度が高いもの 人体に有害なもの
法令に違反するもの 教育的見地から相応しくないもの
その他、大学が好ましくないと判断するもの

詳細はこちら
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家庭教師のアルバイトは長期の安定した収入を得ることができます。しかし、現在は塾など
の人気が高く、その件数は年間に５件ぐらいで、減少傾向にあります。

2024
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●学生団体連絡協議会（学連協）
　 本学には、体育会、文化サークル協議会、応援団、吹奏楽部、経済学部ゼミナール協議会、

地域政策学部ゼミナール協議会、三扇祭実行委員会、国際交流協会といった学生団体があり、
学生団体連絡協議会（学連協）を設置し活動しています。学連協は学生を代表する団体として、
大学と学生間のパイプ的役割を果たしています。各国体の活動内容等については大学ホーム
ページを参照してください。

●体育会
   

●文化サークル協議会

 

●応援団
　 高崎経済大学直属応援団は、入学式や卒業式での演舞、体育会の部活に向けた応援、献血や
地域の祭での社会貢献活動などを行っています。

●吹奏楽部
　 今年で創部45年目を迎え、現在は、約50名で活動しています。「地域密着型バンド」をモットー
に、コンクールへの出場や定期演奏会の開催、訪問演奏など、さまざまな活動を行っています。

●経済学部ゼミナール協議会
●地域政策学部ゼミナール協議会

●三扇祭実行委員会
　 毎年秋に行われる本学の大学祭「三扇祭（みつおうぎさい）」を企画・運営する団体です。
三扇祭は今年で66回目を迎えます。また、毎年４月に行われる「新入生歓迎会」の企画・運
営も行っています。メンバーは、１～３年の有志の学生によって構成されています。

●国際交流協会（TIES）
　 留学生を対象とした団体で、大学内での交流だけでなく、群馬県内の各大学の日本人学生や
留学生との交流も重視しており、様々な交流活動に積極的に参加しています。

学生生活を有意義に過ごしてもらうため、
ぜミナール活動等の学術的な面、また就職
活動等の学生生活的な面への支援を目的と
して組織された団体です。

合気道部 アメリカンフットボール部 空手道部 弓道部 硬式庭球部
硬式野球部 サイクリング部 サッカ一部 山岳部 直心影流剣道部
自動車部 柔道部 準硬式野球部 少林寺拳法部 水泳部
ソフトテニス部 ソフトボール部 卓球部 バスケットボール部 バドミントン部
バレーボール部 ハンドボール部 ラグビー部 ラクロス部 陸上競技部
ローバースカウ卜部 ワンダーフォーゲル部

映画研究部 英語研究部（E.S.S） 演劇研究会 会計学研究部 観光研究会
ギタークラブ 囲碁将棋部 グリークラブ 軽音楽部 経済数学研究部
経理研究部 考古学研究部 茶道部 山野愛好会 写真部
情報システム研究会（TISS） 書道部 政治経済研究会 都市研究会 ハイキング部
美術部 文芸研究部 放送研究会 法律研究会 漫画研究会
マンドリンクラブ モダンジャズ研究会 旅行研究会 歴史研究会

学生団体

● Group　学生団体
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2024

高崎経済大学直属応援団は、入学式や卒業式での演技披露、体育会の部活に向けた応援、献
血や地域の祭での社会貢献活動などを行っています。

今年で創部46年目を迎え、現在は、約50名で活動しています。「地域密着型バンド」をモットー
に、コンクールへの出場や定期演奏会の開催、訪問演奏など、さまざまな活動を行っています。

毎年秋に行われる本学の大学祭「三扇祭（みつおうぎさい）」を企画・運営する団体です。
三扇祭は今年で67回目を迎えます。また、毎年４月に行われる「新入生歓迎会」の企画・運
営も行っています。メンバーは、１～３年の有志の学生によって構成されています。

各団体の活動内容等については大学ホーム
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原

232
笠見

233
黒川
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（庸）
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唐澤
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佐藤
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（圭）

317
山本
（芳）

318
澤田

319
田戸岡
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１号館・２号館

３号館・４号館

５号館・６号館

７号館

図書館

事務棟・三扇会館

文化サークル棟

体育会クラブハウス・体育館

高 経 大・基 礎 知 識

キャンパス全体図

沿 革　目的・方針等

窓 口 案 内 一 覧

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

学 生 団 体

学 歌

学
生
生
活

学
生
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ

履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

ボランティア活動

海 外 研 修

留 学 生

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

ア ル バ イ ト

研究棟

学生ボランティア
活動支援室

102
鶴田

211
金

420
齊藤

307
鈴木
（洋）
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キ ャンパス全体図

沿 革・目的・方針等

学 歌

窓 口 案 内 一 覧

履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等
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ア ル バ イ ト
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３号館・４号館

６号館

７号館

図書館

事務棟・三扇会館

文化サークル棟
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学 生 団 体

高 経 大・ 基 礎 知 識

学
生
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ポ
ー
ト

学
生
生
活

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ
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会議室
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2F

研究グループ
研究支援チーム
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ボックス

エントランスホール
（多目的スペース）
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ブラウジング
コーナー

CD-ROM等
検索端末

コピー機

就活本

教員おすすめ図書

英語問題集コーナー

ブックハンティング

博士論文教員講義関連

白書コーナー

英語副読本

ゼミ論集

和雑誌

洋雑誌

新
聞
コ
ー
ナ
ー

他
大
学
論
集・紀
要

入
口

出
口

受
付
カ
ウ
ン
タ
ー

Ｄ
Ｖ
Ｄ

自
由
利
用
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー

文庫コーナー
opac検索用
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・旅行ガイド

入口
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ホール
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・経済・財政
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図
書
館
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常
階
段
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・自然科学
・技術、工学
・産業、芸術
・言語、文学

・総記、哲学
・宗教、歴史
・地理

非
常
階
段

非
常
階
段

グ
ル
ー
プ

研
究
室
①

グ
ル
ー
プ

研
究
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③ グ
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ー
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研
究
室
④
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道
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プ
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究
室
②

新
聞
縮
刷
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ク
ナ
ン
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ー
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和雑誌
バックナンバー

洋雑誌
バックナンバー

一般図書

一般図書

・統計・社会
・教育

一般図書

地域資料

各種文庫

他大学
論集・紀要等

上毛新聞製本
大型本
群馬県郷土

図書館
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７号館

研究棟

事務棟・三扇会館

文化サークル棟

体育会クラブハウス・体育館

高 経 大・基 礎 知 識
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学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談
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海 外 研 修

留 学 生

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等
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学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

ア ル バ イ ト
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ポスト
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庫
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国際交流支援
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湯
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１
会
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憩
室
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荷
受
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倉
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小
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議
室

副
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長
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ホール
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食堂

厨房

学生ラウンジ

食品庫等

ホール

前室

前室 前室

ホール

前室 物置前室

書籍部・購買部
倉庫Ａ

事務室 倉庫Ｂ 応援団室

副
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長
室

学
生
部
長
室

庶
務
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ム

財
務
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ー
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理
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部
長
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研
究
科
長
室

第
２
会
議
室
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ム
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支
援
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ラ
ン
テ
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活
動
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学
生
支
援
チ
ー
ム

同
窓
会
事
務
局

1F

1F

3F

3F

2F
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●事務棟

●三扇会館

映画
研究部 ハイキング部 英語

研究部 茶道部 囲碁
将棋部

アルバム
委員会

中庭ホール

エントランス

会議室音楽練習室

軽音楽部
①

モダンジャズ
研究室

吹奏楽部
湯

放送
研究会

軽音楽部
②

マンドリン
クラブ

1F

2F

法律
研究会

地域政策
学部ゼミ
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協議会

国際交流
協会

演劇
研究会

情報
システム
研究会

文化
サークル
協議会
本部

山野
愛好会

旅行
研究会

歴史
研究会

経済学部
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ナール
協議会

考古学
研究部

ギター
クラブ

文芸
研究部倉庫

都市
研究会

観光
研究会

政治経済
研究会
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研究部

会計学
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漫画
研究会

グリー
クラブ

経理
研究部倉庫倉庫

倉庫 美術部 写真部 倉庫 書道部

屋上（陸屋根） 吹き抜け
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３号館・４号館

５号館・６号館

７号館

研究棟

図書館

体育会クラブハウス・体育館

高 経 大・基 礎 知 識

キャンパス全体図

沿 革　目的・方針等

窓 口 案 内 一 覧

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

学 生 団 体

学 歌

学
生
生
活

学
生
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ

履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

ボランティア活動

海 外 研 修

留 学 生

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

ア ル バ イ ト

文化サークル棟

事務棟・三扇会館
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●高経大・基礎知識
基本情報

　■大学名
　高崎経済大学

　■大学名英語表記は？
　Takasaki　City　University　of　Economics
　略して　TCUE

　■ホームページは？
　https://www.tcue.ac.jp

　■メールをチェックしたい
　https://login.microsoftonline.com（コーザー IDとパスワードが必要）

　■ツイッターは？
　https://twitter.com/tcue_PR

　
　■落とし物はどこに？
　図書館での忘れ物　→　図書館２Ｆ受付へ
　パソコン教室での忘れ物　→３号館１Ｆ情報基盤センター事務室へ
　その他学内での忘れ物　→　学生支援チームの窓口へ

　■学生証は常に携帯してください！
　■他人に貸与・譲渡することはできません
　■学生証がないと図書館に入ることができません
　■学生証がないと試験が受けられません
　■学生証にプリクラ等のシールを貼らないでください
　■通学定期券購入時に本学発行の通学証明書を提出し、本証を呈示しなければなりません

　■学生番号
　2023年度入学生の場合

1 2 3 - 0 0 5
▼ 

学
部
識
別

▼ 

個
人
番
号

▼ 

入
学
年
度

　 （
下
二
桁
）

【学部識別の区分】
１．経済学部
２．地域政策学部
６．経済・経営研究科博士前期課程
７．地域政策研究科博士前期課程
８．経済・経営研究科博士後期課程
９．地域政策研究科博士後期課程

ロ
ー
バ
ー

ス
カ
ウ
卜

ハ
ン
ド

ボ
ー
ル

硬

　式

野

　球

弓

　道

ア
メ
フ
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レ
ー
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ン
グ
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倉
庫

器具庫

器具庫
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ホール 柔道場

競技室

電気室

卓球場

ギャラリー

吹抜

ギャラリー

会議室

暗室

教官控室

ロビー 剣道場部室

ロッカー室（女）
シャワー室（女）
シャワー室（男）

ロッカー室（男）

ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル

ラ
グ
ビ
ー

水

　泳

物

　置

サ
ッ
カ
ー

バ
レ
ー

ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

バ
ド
ミ
ン
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シ
ャ
ワ
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女
）

シ
ャ
ワ
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男
）

体
育
会

本

　部
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ス
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ッ
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イ
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２F

3F

2F

1F

●体育会クラブハウス
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体育会クラブハウス・体育館
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●高経大・基礎知識
基本情報

　■大学名
　高崎経済大学

　■大学名英語表記は？
　Takasaki　City　University　of　Economics
　略して　TCUE

　■ホームページは？
　https://www.tcue.ac.jp

　■メールをチェックしたい
　https://login.microsoftonline.com（コーザー IDとパスワードが必要）

　■ツイッターは？
　https://twitter.com/tcue_PR

　
　■落とし物はどこに？
　図書館での忘れ物　→　図書館２Ｆ受付へ
　パソコン教室での忘れ物　→３号館１Ｆ情報基盤センター事務室へ
　その他学内での忘れ物　→　学生支援チームの窓口へ

　■学生証は常に携帯してください！
　■他人に貸与・譲渡することはできません
　■学生証がないと図書館に入ることができません
　■学生証がないと試験が受けられません
　■学生証にプリクラ等のシールを貼らないでください
　■通学定期券購入時に本学発行の通学証明書を提出し、本証を呈示しなければなりません

　■学生番号
　2023年度入学生の場合
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２．地域政策学部
６．経済・経営研究科博士前期課程
７．地域政策研究科博士前期課程
８．経済・経営研究科博士後期課程
９．地域政策研究科博士後期課程
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●体育会クラブハウス

●体育館

体育会クラブハウス・体育館

● Map　キャンパスマップ
高経大・基礎知識
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１号館・２号館

３号館・４号館

５号館・６号館

７号館

研究棟

図書館

事務棟・三扇会館

文化サークル棟

キャンパス全体図

沿 革　目的・方針等

窓 口 案 内 一 覧

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

学 生 団 体

学 歌

学
生
生
活

学
生
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ

履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

ボランティア活動

海 外 研 修

留 学 生

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

ア ル バ イ ト

体育会クラブハウス・体育館

高 経 大・基 礎 知 識

2024年度入学生の場合

1 2 4 0 0 5

（ユーザー IDとパスワードが必要）

■Ｘは？
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キ ャンパス全体図

沿 革・目的・方針等

学 歌

窓 口 案 内 一 覧

履修・授業・試験・成績等

学 生 証・学 割 証

通学証明書・在学証明書

授業料減免制度・奨学金等

学生保険・通学方法等

健康診断・学生相談

ボランティア活動

海 外 研 修

留 学 生

キ ャ リ ア 支 援

授 業 料

大 学 広 報 等

高経ネット・ポータルサイト

図 書 館

学 会

後 援 会

同 窓 会

大 学 生 協

緊急時の避難場所

ルール＆マナー

犯 罪 を 防 ぐ

ア ル バ イ ト

１号館・２号館

３号館・４号館

６号館

７号館

研究棟

図書館

事務棟・三扇会館

文化サークル棟

学 生 団 体

学
生
サ
ポ
ー
ト

学
生
生
活

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ
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●Map　キャンパスマップ

体育会クラブハウス・体育館

高経大・ 基 礎 知 識

体育会クラブハウス・体育館
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